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二　

家
持
の
「
鬱
結
」

　
『
家
持
の
「
鬱
結
」
と
中
国
文
学
（
上
）』
に
お
け
る
考
察
で
は
、「
鬱
結
」
と
い
う
言
葉
は
屈
原
が
使
い
始
め
た
も
の
で
、
そ
の
使
用
が
屈
原
作
品
に
三
例
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
偶
然
で
は
あ
る
が
、
万
葉
歌
人
の
大
伴
家
持
に
も
「
鬱
結
」
の
語
を
用
い
た
作
品
が
三
例
あ
り
、
そ
れ
ら
は
歌
の
題
詞
と
詩
序
に

見
ら
れ
た
。
屈
原
の
用
い
た
「
鬱
結
」
は
、
自
身
の
不
幸
な
遭
遇
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
で
は
家
持
の
場
合
、
こ
の
言
葉
で
何
を
表
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
家
持
の
用
い
た
「
鬱
結
」
と
い
う
語
の
出
典
、
及
び
そ
の
用
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
一
）　

弟
書
持
の
贈
歌
に
報
え
る
歌
の
題
詞
に
お
け
る
「
鬱
結
」

　

天
平
十
二
年
（
七
四
一
）
の
四
月
二
日
、
久
邇
京
に
居
る
家
持
に
弟
の
書
持
が
奈
良
の
家
か
ら
二
首
の
歌
を
贈
っ
た
。

　
　
　
　
　

霍ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥
を
詠よ

み
し
歌
二
首

　
　

橘
は
常と

こ

花は
な

に
も
が
ほ
と
と
ぎ
す
住
む
と
来き

な鳴
か
ば
聞
か
ぬ
日
な
け
む�

（
17
・
三
九
〇
九
）
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曹そ
う　
　
　
　
　

元げ
ん　
　

春し
ゅ
ん



二

　
　

玉
に
貫ぬ

く
楝あ
ふ
ち

を
家
に
植
ゑ
た
ら
ば
山
ほ
と
と
ぎ
す
離か

れ
ず
来こ

む
か
も�

（
17
・
三
九
一
〇
）

　

初
夏
を
代
表
す
る
植
物
の
「
橘
」、「
楝
」
と
鳥
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
詠
ん
だ
弟
書
持
の
歌
に
応
じ
、
家
持
は
そ
の
翌
日
、
題
詞
の
つ
い
た
三
首
の
歌
を
弟

書
持
に
返
し
た
。
そ
の
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

あ
し
ひ
き
の
山や

ま

辺へ

に
を
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
木こ

の
間ま

立
ち
潜く

き
鳴
か
ぬ
日
は
な
し�

（
17
・
三
九
一
一
）

ほ
と
と
ぎ
す
何な

に

の
心
そ
橘
の
玉
貫ぬ

く
月
し
来
鳴
き
と
よ
む
る�

（
17
・
三
九
一
二
）

ほ
と
と
ぎ
す
楝あ

ふ
ち

の
枝
に
行
き
て
ゐ
ば
花
は
散
ら
む
な
玉
と
見
る
ま
で�

（
17
・
三
九
一
三
）

　

書
持
と
家
持
の
贈
答
歌
は
、
み
な
花
鳥
を
題
材
と
す
る
詠
物
歌
で
あ
る
。
書
持
の
二
首
は
、
そ
の
重
点
を
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
置
い
て
い
る
。
第
一
首
は
、
橘
は

い
つ
で
も
咲
い
て
い
る
花
で
あ
れ
ば
よ
い
の
に
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
住
み
着
く
つ
も
り
で
や
っ
て
来
、
そ
し
て
鳴
い
て
く
れ
た
ら
、
そ
の
声
を
聞
か
な
い
日
は
な

か
ろ
う
に
、
と
。
第
二
首
は
、
玉
に
通
す
楝
を
家
の
庭
に
植
え
て
お
け
ば
、
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
毎
日
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

書
持
の
第
二
首
の
歌
の
「
楝
」
は
セ
ン
ダ
ン
の
古
名
で
、
初
夏
に
淡
紫
色
の
五
弁
花
が
円
錐
状
に
咲
く
。
万
葉
集
中
に
楝
を
詠
む
歌
は
四
首
あ
り
、
書
持
と

家
持
の
こ
の
贈
答
歌
の
他
に
、
七
九
八
、
一
九
七
三
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』（
四
）
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
花
に
は
「
逢

ふ
」
の
意
が
籠
め
ら
れ
て
お
り
、
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
兄
家
持
を
な
ぞ
ら
え
た
書
持
の
、
兄
に
逢
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

書
持
の
こ
の
贈
歌
に
つ
い
て
、
小
野
寛
氏
は
「
久
邇
京
の
歌（

（
（

」
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

天
平
十
一
年
六
月
、
家
持
が
妾
を
亡
く
し
た
時
、
そ
の
「
亡
妾
悲
傷
歌
」
に
書
持
は
兄
の
心
に
な
っ
て
、
和
し
て
い
る
。
こ
の
度
の
兄
家
持
に
贈
る
「
ほ

と
と
ぎ
す
詠
」
も
、
た
だ
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
詠
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
書
持
の
二
首
に
歌
わ
れ
た
心
は
一
つ
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
わ
が
家
に
住
み
つ
い
て
、

絶
え
間
な
く
そ
の
鳴
き
声
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
で
あ
る
。
書
持
の
歌
は
ほ
と
と
ぎ
す
に
兄
を
な
ぞ
ら
え
た
と
い
う
よ
う
な
露
骨
な
も
の
で
は

な
く
、
兄
へ
の
思
い
を
こ
め
て
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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兄
思
い
の
書
持
の
歌
に
答
え
る
家
持
の
歌
の
一
首
目
は
、
久
邇
の
新
京
の
所
在
地
を
「
山
辺
」
と
い
う
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
言
葉
で
表
現
し
、
山
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
生
態
を
「
木
の
間
立
ち
潜
き
鳴
か
ぬ
日
は
な
し
」
と
細
や
か
に
描
く
。
二
首
目
で
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
人
の
心
を
有
す
る
も
の
と
し
、
友
人
の
よ
う
に

話
し
か
け
て
い
る
。
橘
の
花
が
咲
い
た
折
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
飛
来
し
、
鳴
き
声
を
響
か
せ
て
い
る
こ
と
に
、
喜
び
の
気
持
ち
が
描
写
さ
れ
る
。
橋
本
達
雄
氏
は

家
持
の
歌
に
つ
い
て
、「
大
伴
家
持
と
二
十
四
節
気（

（
（

」
で
、「
節
気
を
念
頭
に
お
い
て
読
む
と
よ
く
理
解
で
き
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
往
々
ゆ
き
当
た
る
。」
と

評
し
て
い
る
。
こ
の
二
首
目
の
歌
は
、
ま
さ
に
そ
の
指
摘
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

三
首
目
は
、
弟
書
持
の
二
首
目
の
歌
に
応
じ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
初
夏
の
風
物
を
悦
び
愛
で
る
心
情
が
表
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
楝
の
枝
に
飛

ん
で
行
き
、
そ
し
て
止
ま
っ
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
玉
の
よ
う
な
花
が
散
り
落
ち
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
鳥
と
花
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
く
表
現
手

法
は
、
南
朝
齊
の
謝
朓
の
「
魚
の
戯
れ
て
新
し
き
荷
は
動
き
／
鳥
の
散
じ
て
餘な

ご

り
の
花
は
落ち

る
」（「
游
東
田
」）
の
そ
れ
と
似
通
っ
て
い
る
。
両
者
の
異
な
る

と
こ
ろ
は
、
謝
朓
は
実
景
を
描
い
た
の
に
対
し
て
、
家
持
は
想
像
上
の
風
景
を
描
い
た
点
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
散
っ
て
し
ま
っ
た
紫
色
の
花
弁
を
美
し
い
玉
に
見
立
て
る
と
い
う
着
想
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
藝
文
類
聚
』
巻
九
十
三
に
収
め

ら
れ
る
梁
の
簡
文
帝
の
「
西
斉
行
馬
」
の
詩
に
、

晨
風
白
金
絡　
　

晨
風　

白
金
の
絡た

づ
な

桃
花
紫
玉
珂　
　

桃
花　

紫
玉
の
珂く
つ
わ

と
あ
る
。
晨
風
と
桃
花
は
共
に
馬
の
名
前
で
あ
る
。
こ
の
二
句
は
、
晨
風
は
白
金
の
手
綱
を
、
桃
花
は
紫
色
の
玉
石
の
轡
を
つ
け
て
い
る
と
い
う
意
で
あ
る
。

家
持
は
「
桃
花
紫
玉
珂
」
の
詩
句
が
持
つ
視
覚
的
な
美
し
さ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
第
三
首
の
歌
を
構
想
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
「
鬱
結
」
が
用
い
ら
れ
た
「
三
九
一
一
～
三
九
一
三
」
題
詞
を
見
て
み
よ
う
。

橙
橘
初
咲
、
霍
鳥
翻
嚶
。
対
￡

此
時
候
￠、
詎
不
＄

暢
＄

志
。
因
作
￡

三
首
短
歌
￠、
以
散
￡

鬱
結
之
緒
￠

耳



四

橙た
う

橘き
つ

初は
じ

め
て
咲さ

き
、
霍ほ
と
と
ぎ
す鳥
翻か
け

り
嚶な

く
。
こ
の
時じ
こ
う候
に
対む
か

ひ
て
、
詎あ
に

志
こ
こ
ろ
ざ
し

を
暢の

べ
ざ
ら
め
や
。
因よ

り
て
三
首
の
短
歌
を
作
り
、
以
て
鬱う
っ
け
つ結
の
緒こ
こ
ろ

を

散ち

ら
さ
ま
く
の
み
。

　

こ
の
題
詞
は
、
四
字
句
と
六
字
句
を
主
体
と
す
る
形
式
で
綴
ら
れ
、
第
一
句
と
第
二
句
は
視
覚
と
聴
覚
の
対
句
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
詩
賦
に
模
し
た
形

式
で
題
詞
を
書
く
こ
と
は
、
家
持
に
よ
っ
て
初
め
て
な
さ
れ
た
試
み
で
あ
っ
た
。
漢
籍
か
ら
学
び
取
っ
た
も
の
を
自
ら
の
作
品
に
取
り
込
も
う
と
す
る
、
万
葉

歌
人
の
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

次
に
、
題
詞
と
漢
詩
文
と
の
具
体
的
な
関
連
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

１　

橙
橘
初
咲
、
霍
鳥
翻
嚶

　

題
詞
の
冒
頭
の
「
橙
橘
」
は
、
橘
の
木
を
指
す
と
さ
れ
る
。
し
か
し
漢
籍
に
お
け
る
「
橙
」
と
「
橘
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
木
で
あ
る
。
例
え
ば
『
藝
文

類
聚
』
巻
八
十
七
・
果
部
下
「
荔
支
」
の
項
に
収
め
ら
れ
る
『
東
観
漢
記
』
に
、「
單
于
來
朝
、
賜
橙
、
橘
、
龍
眼
、
荔
支
。（
單
于
来
朝
し
、
橙
、
橘
、
龍
眼
、

荔
支
を
賜
る
）」
と
あ
り
、
そ
こ
で
は
橙
と
橘
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　
「
橙
橘
初
咲
」
の
「
初
咲
」
は
、
花
が
初
め
て
咲
く
、
花
が
咲
い
た
ば
か
り
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
万
葉
集
中
に
あ
る
「
初
咲
」
の
二
例
は
と
も
に
家
持
に

よ
る
も
の
だ
が
、
も
う
一
例
は
、
次
に
示
す
四
二
三
八
歌
の
左
注
に
見
ら
れ
る
。

右
、
判
官
久
米
久
米
朝
臣
広
縄
以
￡

正
税
帳
￠

応
＄

入
￡

京
師
、￠ 

仍
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
￡

此
歌
￠

也
。
但
越
中
風
土
、
梅
花
柳
絮
三
月
初
咲
耳
。

　
「
初
咲
」
は
漢
籍
に
そ
の
用
例
を
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
類
似
語
の
「
初
發
」「
始
發
」「
初
開
」
の
例
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、『
南
史
・
顔
延
之
傳
』
に
、

延
之
嘗
問
鮑
照
、
己
與
靈
運
優
劣
、
照
曰
、
謝
五
言
如
初
發
芙
蓉
、
自
然
可
愛
。
君
詩
如
鋪
錦
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五

列
繡
、
亦
雕
繢
。

延
之　

嘗
て
鮑
照
に
問
ふ
、
己
と
靈
運
は
優
劣
す
。
照
曰
く
「
謝
の
五
言
は
初
め
て
發
く
芙
蓉
の
如
く
、
自
然
た
り
、
愛
す
可
し
。
君
の
詩
は
錦
を

鋪
き
繡
を
列
び
て
亦
た
繢
を
雕
め
る
如
し
。

と
あ
る
。
鮑
照
が
述
べ
た
「
初
發
芙
蓉
」
は
、
謝
霊
運
の
五
言
詩
を
指
す
。
初
め
て
咲
く
芙
蓉
の
よ
う
に
清
ら
か
で
愛
ら
し
い
と
い
う
、
そ
の
詩
へ
の
高
い
評

価
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
始
發
」
の
用
例
は
謝
霊
運
の
「
游
南
亭
」
詩
に
見
ら
れ
る
。

澤
蘭
漸
被
徑　
　

澤
蘭
は
漸
く
徑
に
被
り

芙
蓉
始
發
池　
　

芙
蓉
は
始
め
て
池
に
發ひ

ら

く�

（『
文
選
』
巻
二
十
二
）

　

そ
の
他
、
南
朝
梁
の
庾
肩
吾
の
「
同
蕭
左
丞
咏
摘
梅
花
」
詩
に
も
、「
始
發
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

牕
梅
朝
始
發　
　

牕
梅
は
朝 

始
め
て
發ひ
ら

く

庭
雪
晩
初
消　
　

庭
雪
は
晩 

初
め
て
消
ゆ�

（『
初
學
記
』
巻
二
十
八
）　

　
「
初
開
」
は
唐
代
以
前
の
用
例
が
極
め
て
少
な
く
、『
藝
文
類
聚
』
巻
八
十
八
・
木
部
上
「
木
」
の
項
に
収
め
ら
れ
る
南
朝
梁
の
劉
孝
威
の
「
詠
剪
彩
花
詩
二

首
」
其
一
に
一
例
が
見
ら
れ
る
。

葉
舒
非
漸
大　
　

葉
舒　

漸や
う
やく
大
な
る
に
非
ず

花
發
是
初
開　
　

花
發　

是
れ
初
め
て
開
く



六

無
論
人
訝
似　
　

無
論　

人
は
似
る
を
訝
り

蜂
見
也
争
來　
　

蜂
見
て
は　

ま
た
争
ひ
来
た
り

　

詩
題
に
い
う
「
彩
花
」
は
綵
花
の
こ
と
で
、
色
と
り
ど
り
の
絹
で
作
ら
れ
た
造
花
を
い
う
。
こ
こ
で
は
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
花
を
「
初
開
」
と
表
現
し

て
い
る
。
盛
唐
以
後
、
初
め
て
咲
く
蘭
、
蓮
、
牡
丹
、
菊
、
槿
、
芍
薬
、
梅
な
ど
を
「
初
開
」
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

漢
詩
文
に
お
け
る
「
初
發
」「
始
發
」「
初
開
」
を
踏
ま
え
、
家
持
が
こ
の
「
初
咲
」
と
い
う
歌
語
を
作
り
出
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
「
橙
橘
初
咲
」
と
の

対
句
で
あ
る
「
霍
鳥
翻
嚶
」
の
表
現
に
も
、
家
持
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

　
「
霍
鳥
」
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
萬
葉
集
』（
四
）
の
注
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

次
の
霍
鳥
（
西
本
願
寺
本
）
も
「
霍
公
鳥
」
を
略
し
て
二
文
字
で
表
し
た
と
見
た
い
。
花
と
鳥
で
四
文
字
の
対
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
翻
嚶
」
は
漢
籍
に
用
例
未
見
。「
嚶
ナ
ク
」（
名
義
抄
）。
た
だ
し
、「
嚶
」
は
本
来
は
鳥
の
鳴
き
声
の
擬
声
語
。「
鳥
鳴
く
こ
と
嚶
嚶
」（
詩
経
・
小
雅
・

伐
木
）。

　
「
翻
嚶
」
は
万
葉
集
中
に
家
持
に
よ
る
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
諸
本
は
そ
れ
を
「
飛
び
な
が
ら
鳴
く
」、「
空
を
ひ
ら
ひ
ら
飛
び
な
が
ら
鳴
く
」
の
よ
う
に

解
釈
し
て
い
る
が
、
漢
詩
文
に
お
い
て
は
、
鳥
が
空
を
ひ
ら
ひ
ら
飛
ぶ
こ
と
は
「
翻
飛
」、
飛
び
な
が
ら
鳴
く
こ
と
は
「
飛
鳴
」
と
表
現
す
る
。

①　

有
鳥
飜
飛　
　

鳥
有
り
て
飜
飛
す

　
　

不
遑
休
息　
　

休
息
す
る
に
遑い

と

ま
な
し�

西
晉
・
劉
琨
「
答
盧
諶
詩
」（『
文
選
』
巻
二
十
五
）

②　

越
壑
凌
岑　
　

壑
を
越
え
岑
を
凌
ぎ

　
　

飛
鳴
薄
廩　
　

飛
び
鳴
き
て
廩
に
薄せ

ま

る�

西
晉
・
潘
安
仁
「
射
雉
賦
」（『
文
選
』
卷
九
）
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鳥
が
空
を
ひ
ら
ひ
ら
飛
び
な
が
ら
鳴
く
と
い
う
用
例
は
、
魏
文
帝
曹
丕
の
「
銅
雀
園
詩
」
に
見
ら
れ
る
。

飛
鳥
翻
翔
舞　
　

飛
鳥 

翻
翔
し
て
舞
ひ

悲
鳴
集
北
林　
　

悲
鳴
し 

北
林
に
集つ
ど

ふ�

（『
藝
文
類
聚
』
巻
二
十
八
）

　
「
翻
翔
」
は
、
唐
代
以
前
で
は
曹
丕
の
こ
の
一
例
し
か
見
出
せ
な
い
。
家
持
の
「
見
￡

翻
翔
￠

鴫
作
歌
」（「
四
一
四
一
歌
の
題
詞
」）
の
「
翻
翔
」
は
、
曹
丕
の

詩
句
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と（

（
（

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
家
持
の
「
翻
嚶
」
の
「
翻
」
が
、
上
記
の
「
飜
飛
」「
翻
翔
」
の
よ
う
な
詩
語
に
影
響
を
受
け
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
嚶
」
の
字
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
描
く
用
例
は
漢
籍
に
見
ら
れ
な
い
。

　
『
日
本
う
た
こ
と
ば
表
現
辞
典（

（
（

』
に
よ
れ
ば
、
霍
公
鳥
の
鳴
声
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ
り
、「
テ
ッ
ペ
ン
カ
ケ
タ
カ
・
ホ
ッ
チ
ョ
ン
カ
ケ
タ
カ
」
や
「
キ
ョ
ッ

キ
ョ
・
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
」
な
ど
と
聞
こ
え
、
昼
夜
わ
け
へ
だ
て
な
く
鳴
く
と
い
う
。

　

ま
た
、『
ち
ん
ち
ん
千
鳥
の
な
く
声
は（

（
（

』
で
は
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、
ウ
グ
イ
ス
の
よ
う
な
透
き
と
お
る
美
声
で
は
な
く
、
鋭
く
響
き
渡
る
声
で
、
オ
ッ
キ
ョ
、

キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
と
鳴
く
。
何
か
思
い
つ
め
た
よ
う
な
、
胸
に
訴
え
か
け
る
一
種
独
特
の
激
し
い
声
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

万
葉
集
中
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
詠
ん
だ
歌
は
全
部
で
一
五
五
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
六
十
三
首
が
家
持
の
歌
で
あ
る
。
家
持
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
詠
ん
だ

歌
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

家
持
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
、「
喧
」「
鳴
」「
嚶
」「
哢
」
等
の
字
で
表
現
す
る
。
そ
の
う
ち
、「
喧
」
と
「
鳴
」
を
用
い
た
例
が
多
く
、「
嚶
」
と
「
哢
」

は
わ
ず
か
一
例
ず
つ
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
で
家
持
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
弟
書
持
の
歌
に
答
え
る
歌
の
題
詞
に
だ
け
、
使
用
例
の
多
い
「
喧
」
と
「
鳴
」
で
は

な
く
、
あ
え
て
「
嚶
」
の
字
を
用
い
て
鳴
き
声
を
表
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
霍
鳥
翻
嚶
」
の
「
嚶
」
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
諸
本
で
『
詩
経
』
小
雅
・「
伐
木
」
の
第
二
句
の
「
鳥
鳴
く
こ
と
嚶あ

う
あ
う嚶
た
り
」
に
よ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
し

か
し
筆
者
は
む
し
ろ
、
第
五
句
、
六
句
と
の
関
連
に
注
目
す
る
。
以
下
に
そ
の
詩
を
見
て
み
よ
う
。

伐
木
丁
丁　
　

木
を
伐
る
こ
と
丁た

う
た
う丁
た
り



八

鳥
鳴
嚶
嚶　
　

鳥
鳴
く
こ
と
嚶あ
う
あ
う嚶
た
り

出
自
幽
谷　
　

幽い
う
こ
く谷
よ
り
出
で
て

遷
于
喬
木　
　

喬け
う
ぼ
く木
に
遷
る

嚶
其
鳴
矣　
　

嚶あ
う

と
し
て
其
れ
鳴
く
は

求
其
友
聲　
　

其
の
友
を
求
む
る
の
聲こ

ゑ

相
彼
鳥
矣　
　

相そ

れ
彼か

の
鳥
の

猶
求
友
聲　
　

猶な

ほ
友
を
求
む
る
の
聲こ
ゑ

矧
伊
人
矣　
　

矧い
は

ん
や
伊こ

れ
人
の

不
求
友
生　
　

友い
う
せ
い生
を
求
め
ざ
ら
ん
や

神
之
聽
之　
　

神
の
之こ

れ

を
聽
き

終
和
且
平　
　

終す
で

に
和わ

し
て
且
つ
平た
ひ

ら
か
な
り

　

木
を
伐
る
音
が
こ
ん
こ
ん
と
響
き
、
鳥
の
鳴
く
声
が
お
う
お
う
と
聞
こ
え
る
。
鳥
は
深
き
谷
間
よ
り
高
き
木
に
移
る
。
お
う
と
鳴
く
そ
の
声
は
友
を
呼
ぶ
為

の
も
の
。
彼
の
鳥
で
す
ら
友
を
求
め
鳴
く
。
ま
し
て
や
人
が
神
を
求
め
な
い
は
ず
は
な
い
。
神
が
こ
れ
を
お
聞
き
に
な
っ
て
、
我
ら
に
和
平
を
下
さ
れ
た
、
と

い
う
の
が
詩
の
意
味
で
あ
る
。

　

三
章
か
ら
成
る
こ
の
詩
は
、『
詩
経
』
の
六
義
の
ひ
と
つ
で
、
植
物
・
動
物
な
ど
に
よ
せ
て
述
べ
る
「
興
」
と
い
う
表
現
法
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
上
に
引
用

し
た
第
一
章
は
、
幽
谷
の
「
伐
木
丁
丁
」
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
続
け
て
鳥
の
鳴
き
交
わ
す
声
を
「
求
友
」
の
喩
え
と
し
て
描
く
。
そ
れ
か
ら
鳥
で
さ
え
友
を
求

め
て
鳴
い
て
い
る
の
に
、
ま
し
て
や
人
間
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
い
う
自
然
の
理
を
導
き
、
最
後
に
神
の
加
護
を
願
う
心
情
を
表
わ
す
。

　
『
詩
経
』
小
雅
・「
伐
木
」
を
は
じ
め
、「
嚶
」「
鳴
」「
嚶
鳴
」「
鳴
嚶
」「
嚶
嚶
」
と
い
う
語
は
、
仲
間
や
友
を
求
め
合
う
心
情
を
表
わ
す
詩
語
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
西
晉
の
潘
岳
は
「
寡
婦
賦
」
で
、
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孤
鳥
嚶
兮
悲
鳴　
　

孤
鳥
嚶あ
う

と
し
て
悲
し
み
鳴
き

長
松
萋
兮
振
柯　
　

長
松
萋
と
し
て
柯え

だ

を
振
る
ふ�

（『
文
選
』
巻
十
六
）

と
詠
ん
で
い
る
。「
孤
鳥
嚶
兮
悲
鳴
」
の
「
孤
鳥
」
は
、
夫
に
先
立
た
れ
た
未
亡
人
の
象
徴
で
あ
る
が
、「
嚶
兮
悲
鳴
」
に
は
、
彼
女
の
悲
し
い
気
持
ち
だ
け
で

は
な
く
、
友
達
を
求
め
る
寂
し
い
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

南
朝
宋
の
謝
氏
従
兄
弟
の
贈
答
詩
に
用
い
ら
れ
た
「
嚶
鳴
」「
鳴
嚶
」
は
、
友
達
を
求
め
合
う
気
持
ち
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
謝
氏
は
由
緒
あ
る
大
家
族
で
、

文
才
に
恵
ま
れ
た
人
材
を
多
く
輩
出
し
た
。
謝
宣
遠
、
謝
霊
運
、
及
び
謝
惠
連
の
詩
は
み
な
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
謝
宣
遠
の
「
於
安
城
答

霊
運
」
詩
を
見
て
み
た
い
。

華
蕚
相
光
飾　
　

華
蕚
は
相
光
飾
し

嚶
鳴
悦
同
響　
　

嚶
鳴
は
同
響
を
悦
ぶ

親
親
子
敦
予　
　

親
を
親
し
み
て
子
は
予
に
敦あ

つ

く
し

賢
賢
吾
爾
賞　
　

賢
を
賢
と
し
て
吾
は
爾
を
賞
す

比
景
後
鮮
輝　
　

景か
げ

を
比く
ら

ぶ
れ
ば
鮮
輝
に
後お
く

れ

方
年
一
日
長　
　

年
を
方く

ら

ぶ
れ
ば
一
日
長
ず

萎
葉
愛
榮
條　
　

萎
葉
は
榮え

い
で
う條
を
愛
し

涸
流
好
河
廣　
　

涸
流
は
河
廣
を
好よ

み

す�

（『
文
選
』
巻
二
十
五
）

　

こ
の
詩
の
意
味
は
、
花
と
蕚
と
が
相
い
照
ら
す
よ
う
に
兄
弟
が
互
い
に
高
め
合
い
、
鳥
た
ち
が
互
い
に
囀
り
、
そ
の
声
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
悦
ぶ
よ
う
に
、

私
た
ち
兄
弟
は
仲
良
く
し
た
。
親
戚
を
親
戚
と
し
て
、
君
は
私
に
手
厚
く
し
、
賢
才
を
賢
才
と
し
て
、
私
は
君
を
心
か
ら
尊
敬
す
る
。
才
能
を
比
べ
れ
ば
私
は

君
の
輝
か
し
さ
に
は
到
底
及
ば
な
い
が
、
年
齢
は
私
の
方
が
少
し
ば
か
り
上
で
あ
る
。
萎
れ
た
葉
が
栄
え
る
枝
を
い
と
し
み
、
涸
れ
た
流
れ
が
大
川
の
広
さ
を



一
〇

讃
え
る
よ
う
に
、
私
は
君
を
敬
愛
し
て
止
ま
な
い
、
と
。

　

詩
題
に
い
う
「
霊
運
」
は
謝
霊
運
の
こ
と
で
、
こ
の
詩
を
吟
じ
た
謝
宣
遠
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
東
晋
の
義
熈
十
一
年
（
四
一
五
）
の
夏
、
安
城
太
守
と

な
っ
た
謝
宣
遠
に
、
謝
霊
運
か
ら
「
贈
安
城
詩
」
が
贈
ら
れ
た
。
上
に
引
用
し
た
謝
宣
遠
の
「
於
安
城
答
霊
運
」
詩
は
、
謝
霊
運
の
詩
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
詩
の
第
一
句
・
二
句
は
花
が
咲
き
、
鳥
が
互
い
を
求
め
合
う
よ
う
に
囀
る
と
い
っ
た
美
し
い
光
景
を
描
く
。
そ
の
中
で
「
華
蕚
」
と
「
嚶
鳴
」
が
、
象
徴

的
な
意
味
を
持
つ
詩
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
華
蕚
」
は
兄
弟
の
喩
え
で
、「
嚶
鳴
」
は
友
を
求
め
合
う
喩
え
で
あ
る
。
詩
人
は
こ
の
「
嚶
鳴
」
の
語
を
用
い
、
従
弟
で
あ
る
謝
霊
運
に
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
表
現
手
法
が
謝
霊
運
の
「
酬
從
弟
惠
連
」
詩
に
も
見
ら
れ
る
。
詩
題
の
「
惠
連
」
と
は
謝
惠
連
の
こ
と
で
、
こ
の
人
物
も

謝
霊
運
の
従
兄
弟
で
あ
る
。
謝
霊
運
は
「
酬
從
弟
惠
連
」
五
章
の
第
一
章
で
、
惠
連
を
自
ら
の
「
賞
心
の
友
」
と
呼
ん
で
い
る
。
森
野
繁
夫
先
生
の
『
謝
靈
運

論
集（

（
（

』
に
よ
れ
ば
、
謝
霊
運
は
謝
惠
連
よ
り
二
十
二
歳
年
上
で
あ
る
が
、
若
い
謝
惠
連
の
才
能
を
高
く
評
価
し
、
自
身
の
「
四
友（

（
（

」
の
一
人
に
数
え
て
い
た
と

い
う
。

　

謝
惠
連
は
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
の
春
、
司
徒
の
彭
城
王
義
康
の
法
曹
參
軍
に
任
命
さ
れ
た
。
船
に
乗
っ
て
都
の
建
康
に
向
か
う
途
中
、
謝
霊
運
に
「
西
陵

遇
風
獻
康
樂
」
五
章
を
贈
る
。
謝
霊
運
も
五
章
か
ら
成
る
「
酬
從
弟
惠
連
」
詩
を
吟
じ
て
そ
れ
に
答
え
た
。
こ
の
詩
の
第
五
章
に
「
鳴
嚶
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。　　

第
五
章

暮
春
雖
未
交　
　

暮
春
に
未
だ
交
は
ら
ず
と
雖い

へ

ど
も

仲
春
善
遊
遨　
　

仲
春
に
善
く
遊
遨
せ
ん

山
桃
發
紅
蕚　
　

山
桃
は
紅
蕚
を
發ひ

ら

き

野
蕨
漸
紫
苞　
　

野
蕨
は
紫
苞
を
漸す

す

む

鳴
嚶
已
悦
豫　
　

鳴
嚶
し
て
已
に
悦
豫
す
る
も

幽
居
猶
鬱
陶　
　

幽
居
し
て
猶な

ほ
鬱
陶
た
り
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夢
寐
佇
歸
舟　
　

夢
寐
に
歸
舟
を
佇ま

つ

釋
我
吝
與
勞　
　

我
が
吝
と
勞
を
釋と

か
ん�

（『
文
選
』
巻
二
十
五
）

　

暮
春
に
は
ま
だ
聊
か
間
が
あ
る
が
、
仲
春
の
時
期
を
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
山
の
桃
は
も
う
紅
の
萼
を
開
き
、
野
の
蕨
は
紫
の
苞
を
延
ば
し
て
い
る
。

鳴
き
交
わ
す
鳥
の
声
は
す
で
に
楽
し
そ
う
だ
が
、
独
り
寂
し
く
暮
す
私
の
心
は
結
ぼ
れ
て
晴
れ
晴
れ
と
し
な
い
。
私
は
夢
の
中
で
あ
な
た
が
帰
っ
て
く
る
舟
を

ひ
た
す
ら
待
っ
て
い
る
。
あ
な
た
な
ら
き
っ
と
、
私
の
し
み
っ
た
れ
た
心
と
気
苦
労
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
。

　

本
詩
の
第
一
句
の
「
暮
春
に
は
未
だ
に
交
は
ら
ず
と
雖
ど
も
」
は
、「
酬
從
弟
惠
連
」
詩
の
第
四
章
の
結
句
の
「
儻も

若し

歸
言
を
果
た
さ
ば
、
共
に
暮
春
の
時

を
陶た

の

し
ま
ん
」
の
続
き
で
あ
る
。
こ
の
詩
句
に
よ
り
、
謝
惠
連
と
共
に
暮
春
の
好
時
節
を
楽
し
む
こ
と
が
待
ち
遠
し
い
と
い
う
謝
霊
運
の
心
境
が
窺
わ
れ
る
。

友
を
求
め
て
悦
び
囀
る
鳥
は
、
謝
霊
運
自
身
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
五
句
の
「
鳴
嚶（

（
（

」
の
用
例
は
、
謝
宣
遠
の
「
嚶
鳴
」
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　

以
上
に
挙
げ
た
「
嚶
」「
嚶
鳴
」「
鳴
嚶
」
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
『
詩
経
』
小
雅
・「
伐
木
」
の
文
学
的
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
特
に
謝
氏
の

従
兄
弟
へ
の
贈
答
詩
で
用
い
ら
れ
た
「
嚶
鳴
」「
鳴
嚶
」
に
は
、「
賞
心
の
友（

（
（

」
を
求
め
合
う
気
持
ち
が
託
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

謝
霊
運
の
「
酬
從
弟
惠
連
」
詩
の
第
五
章
と
家
持
の
題
詞
と
を
比
較
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
類
似
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ　

謝
靈
運
の
「
酬
從
弟
惠
連
」
詩	

Ｂ　

家
持
の
「
題
詞
」

①　

山
桃
發
紅
蕚	

　
　

橙
橘
初
咲

　
　

野
蕨
漸
紫
苞

②　

鳴
嚶
已
悦
豫	

　
　

霍
鳥
翻
嚶

③　

鬱
陶	

　
　

鬱
結

　

両
者
と
も
花
が
咲
き
、
鳥
が
囀
る
時
節
の
風
物
を
描
く
。
通
常
良
い
時
節
を
迎
え
れ
ば
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
も
の
だ
が
、
謝
霊
運
と
家
持
は
共
に
「
鬱
陶
」、

「
鬱
結
」
と
い
っ
た
語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
晴
れ
晴
れ
し
く
な
い
心
持
を
表
現
し
た
。
謝
霊
運
の
場
合
、「
鬱
陶
」
は
「
賞
心
の
友
」
が
傍
に
い
な
い
か
ら
で
あ
っ



一
二

た
。
で
は
家
持
の
場
合
は
、
そ
の
「
鬱
結
」
と
は
何
に
因
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

２　

対
此
時
候
、
詎
不
暢
志

　

漢
籍
に
「
対
此
」、「
時
候
」
の
各
語
の
用
例
は
あ
る
が
、「
対
此
時
候
」
と
四
文
字
で
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
家
持
の
「
時
候
」
は
季
節
、
時
節
を
指
す
。

こ
れ
と
同
じ
意
味
の
用
例
は
唐
代
以
前
に
少
な
く
、
南
朝
梁
の
劉
孝
威
の
「
烏
生
八
九
子
」
詩
に
一
例
が
見
ら
れ
る
。

靈
台
已
鑄
像　
　

霊
台
已
に
鋳
像
し

流
蘇
時
候
風　
　

流
蘇　

時
候
の
風�

（『
藝
文
類
聚
』
巻
九
十
二
）

　
「
対
此
」
の
用
例
は
非
常
に
多
い
。
家
持
が
使
う
「
対
此
」
と
よ
く
似
た
例
は
、『
玉
台
新
詠
』
巻
八
所
収
の
、
南
朝
梁
の
徐
君
蒨
に
よ
る
「
雜
詩
二
首
」
其

の
一
「
初
春
攜
内
人
行
戲
」
詩
に
見
ら
れ
る
。

　

初
春
攜
内
人
行
戲　
（
初
春
内
人
を
攜
へ
て
行
々
戲
る
）

梳
飾
多
今
世　
　

梳
飾
は
多
く
今
世

衣
著
一
時
新　
　

衣
著
は
一
に
時
新

草
短
猶
通
屧　
　

草
短
く
猶
ほ
屧
を
通
ず

梅
香
漸
著
人　
　

梅
香
し
く
漸や

う
や

く
人
に
著つ

く

樹
斜
牽
錦
帔　
　

樹
斜な

な
め

に
錦
帔
を
牽ひ

き

風
横
入
紅
綸　
　

風
横よ

こ

さ
ま
に
紅
綸
に
入い

る

滿
酌
蘭
英
酒　
　

滿
酌
す
蘭
英
の
酒

對
此
得　

神　
　

此
に
對
し
て
神こ

こ
ろ

を
娱娱た
の
た
の

し
ま
す
こ
と
を
得う

娱娱
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詩
を
吟
じ
た
徐
君
蒨
は
南
朝
梁
の
人
、
字
は
懷
簡
で
あ
る
。
浪
漫
的
で
且
つ
ハ
イ
カ
ラ
な
人
柄
の
こ
の
詩
人
は
、
湘
東
王
蕭
繹
の
諮
議
参
軍
を
務
め
た
。
六

朝
時
代
の
詩
の
特
徴
を
存
分
に
持
つ
本
詩
の
第
一
句
・
二
句
で
は
、
同
伴
の
妻
の
モ
ダ
ン
な
髪
形
、
装
飾
品
な
ど
、
そ
の
最
新
の
装
い
が
細
や
か
に
描
写
さ
れ

る
。
第
三
句
・
四
句
は
、
早
春
の
小
さ
い
草
や
梅
の
香
り
を
、
第
五
・
六
句
で
は
樹
木
と
風
を
借
り
て
、
高
価
で
美
し
い
服
飾
を
身
に
着
け
た
美
人
の
姿
、
そ

の
身
の
こ
な
し
を
生
き
生
き
と
描
く
。
そ
し
て
結
句
で
は
、
蘭
の
花
を
浮
か
べ
た
美
酒
を
酌
み
、
早
春
の
美
景
と
美
人
を
眺
め
、
愉
快
に
な
る
詩
人
の
気
持
ち

が
述
べ
ら
れ
る
。

　

第
八
句
の
「
對
此
得
娱娱
神
」
の
用
語
と
表
現
は
、
家
持
の
「
対
此
時
候
、
詎
不
暢
志
」
を
連
想
さ
せ
る
。
徐
君
蒨
の
「
娱娱
神
」
と
は
心
を
楽
し
ま
せ
る
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
家
持
の
「
暢
志
」
の
意
味
と
似
通
っ
て
い
る
。

　
「
暢
志
」
に
つ
い
て
、『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）　

顺顺
遂
心
志
。
唐　

寒
山
《
诗诗
》
之
二
七
四

：「
我
更
何
所
亲亲
，
畅畅
志
自
宜
老
。」

（
2
）　

指
使
心
志
舒
暢
。《
史
记记
・
乐
书
乐
书
》
唐　

司
马
贞
马
贞 

索
隐隐
述
赞赞

：「
乐乐
之
所
兴
，
在
乎
防
欲
。
陶
心　

志
，
舞
手
蹈
足
。」

　
『
漢
語
大
詞
典
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、「
暢
志
」
の（
1
）は
、
思
い
の
ま
ま
に
心
を
や
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
唐
代
の
寒
山
の
「
詩
」
の
二
七
四
に
、「
我

更
何
所
亲亲
，
畅畅
志
自
宜
老
（
我
れ
更
に
何
の
親
し
む
所
ぞ
、
志
を
暢
べ
て
自
か
ら
宜
し
く
老
ゆ
べ
し
）」
と
あ
る
。「
暢
志
」
の（
2
）は
、
心
を
伸
び
や
か
に
す

る
こ
と
を
言
う
。『
史
記
・
楽
書
』
唐
・
司
馬
貞
の
「
索
隐隐
述
赞赞
」
に
よ
れ
ば
、「
音
楽
の
発
端
は
、
ほ
し
い
と
思
う
心
を
遮
り
止
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
心
を

喜
ば
せ
、
ま
た
伸
び
や
か
に
さ
せ
、
有
頂
天
に
な
る
よ
う
導
く
の
が
音
楽
で
あ
る
」
と
い
う
。

　

家
持
の
「
暢
志
」
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
暢
志
」
の（
2
）と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
漢
籍
に
は
「
暢
志
」
の
用
例
が
極
め
て
少
な
く
、『
漢
語

大
詞
典
』
の
用
例
の
他
に
、
魏
晉
の
王
蘊
之
の
「
蘭
亭
詩
」
に
一
例
が
見
ら
れ
る
。

散
豁
情
志
暢　
　

散
豁
と
し
て
情
志
を
暢
ば
し

塵
纓
忽
已
捐　
　

塵
纓
忽
ち
已
に
捐す

つ�

（『
詩
紀
』
巻
三
十
三
）

　

家
持
の
「
暢
志
」
は
、
漢
詩
の
「
情
志
暢
」、「
娱娱
神
」
の
用
語
を
元
に
作
り
出
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 畅畅



一
四

　

次
に
「
詎
不
暢
志
」
の
「
詎
不
」
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
北
朝
周
の
庾
信
の
「
烏
夜
啼
曲
」
詩
に
一
例
が
見
ら
れ
る
。

詎
不
自
驚
長
涙
落　
　

詎
ぞ
自
ら
長
涙
の
落
つ
る
を
驚
か
ざ
る

到
頭
啼
烏
恒
夜
啼　
　

到
頭　

啼
烏　

恒
夜
啼
く�

北
朝
周
・
庾
信
「
烏
夜
啼
曲
」
詩
（『
藝
文
類
聚
』
巻
四
十
二
）

　

こ
の
詩
の
他
に
、『
藝
文
類
聚
』
巻
四
十
・
礼
部
下
「
吊
」
の
項
所
収
の
『
淮
南
子
』
巻
十
八
・「
人
間
訓
」
に
、「
此
何
詎
不
乃
爲
禍
、
家
富
良
馬
、
其
子

騎
馬
、
墜
而
折
髀
、
人
皆
吊
之
。（
此
れ
何な

ん

詎ぞ

禍
と
爲
ら
ざ
ら
ん
や
、
と
。
家
、
良
馬
に
富
む
。
其
の
子
、
馬
に
騎
り
て
、
墜
ち
て
髀
を
折
る
。
人
は
皆
之
を

吊
ふ
。）」
と
あ
る
。

3　

因
作
三
首
短
歌
、
以
散
鬱
結
之
緒
耳

　
「
鬱
結
之
緒
」
は
漢
籍
に
用
例
を
見
出
せ
な
い
が
、「
…
之
緒
」
の
例
は
東
漢
の
班
孟
堅
の
「
史
述
贊
三
首
」
述
高
紀
第
一
に
見
ら
れ
る
。

皇
矣
漢
祖　
　

皇
た
る
漢
の
祖

纂
堯
之
緒　
　

堯
の
緒こ

こ
ろ

を
纂つ

ぐ�

（『
文
選
』
巻
五
十
）

　
「
散
鬱
結
」
の
例
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
マ
イ
ナ
ス
的
な
感
情
を
晴
ら
す
と
い
う
意
味
を
持
つ
「
散
愁
」「
散
緒
」
は
一
例
ず
つ
あ
る
。

①　

逍
遥
臨
四
注　
　

逍
遥
し　

四
注
に
臨
み
て

　
　

兼
持
散
九
愁　
　

九
愁
を
散
ら
す
を
兼け

ん

持じ

す�

南
朝
梁
・
蕭
綱
「
喜
疾
瘳
詩
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
七
十
五
）

②　

華
茵
藉
初
卉　
　

華
茵　

初
卉
に
藉し

き
て

　
　

芳
樽
散
緒
寒　
　

芳
樽　

緒こ
こ
ろ

の
寒
を
散
ず�
南
朝
梁
・
劉
孝
綽
「
櫟
口
守
風
詩
」（『
詩
紀
』
巻
八
十
七
）
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鬱
屈
す
る
思
い
を
晴
ら
す
と
い
う
意
味
の
「
散
鬱
結
之
緒
」
は
、
家
持
が
作
り
出
し
た
用
語
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
と
類
似
す
る
漢
詩
文
の
表
現
を
見
て
み
よ
う
。

①　

辯
論
釋
鬱
結　
　

辯
論
し
鬱
結
を
釋と

き

　
　

援
筆
興
文
章　
　

援
筆
し
文
章
を
興
す�

魏
晉
・
應
瑒
「
公
燕
詩
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
九
）

②　

屢
借
山
水
、
以
化
其
鬱
結
。（
屢
し
ば
山
水
を
借
り
、
以
て
其
の
鬱
結
を
化
せ
ん
。）�

東
晉
・
孫
綽
「
三
日
蘭
亭
詩
序
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
四
）

　

①
の
「
釋
鬱
結
」、
②
の
「
化
其
鬱
結
」
は
家
持
の
「
散
鬱
結
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

　
「
以
散
鬱
結
之
緒
耳
」
の
「
鬱
結
」
の
原
因
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
の
解
釈
は
様
々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
見
解
を
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め

て
み
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①　

生
ま
れ
つ
き
の
憂
鬱
の
人

②　

生
に
対
す
る
ア
ン
ニ
ュ
イ

③　

妻
坂
上
大
嬢
と
は
、
恭
仁
と
平
城
と
に
別
れ
た
ま
ま

④　

遷
都
一
年
後
、
政
局
の
不
安
定
化
に
よ
り
、
作
歌
を
楽
し
む
こ
と
が
制
約
さ
れ
た
。

⑤　

風
雅
へ
の
想
い
、
文
芸
意
識
の
高
ま
り
、
詩
心
の
氾
濫

　

弟
書
持
の
贈
歌
に
答
え
る
三
首
の
歌
の
題
詞
に
用
い
ら
れ
た
「
鬱
結
」
に
は
、
色
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
当
時
、
文
芸
上
の
友
、
即
ち
風
雅
を

共
に
楽
し
む
友
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
初
め
て
中
国
詩
賦
の
形
式
で
創
作
し
た
「
題
詞
」
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
家
持
は
自
身
の
創
作
に
相
当
苦
労
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
六
年
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
家
持
の
池
主
へ
の
漢
文
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
な
内
容

が
見
ら
れ
る
。



一
六

但
以
￡

稚
時
不
□

渉
￡

遊
芸
之
庭
、￠ 

横
翰
之
藻
、
自
乏
￡

乎
彫
虫
￠

焉
。
幼
年
未
＄

逕
￡

山
柿
之
門
、￠ 

裁
歌
之
趣
、
詞
失
￡

乎
聚
林
￠

矣
。

但
し
、
稚
き
時
に
遊
芸
の
庭
に
渉
ら
ざ
る
を
以
て
、
横
翰
の
藻
は
自

お
の
づ
か

ら
彫
虫
に
乏と
も

し
。
幼
き
年
に
未
だ
山
柿
の
門
に
逕い
た

ら
ず
、
裁
歌
の
趣
は
詞
を

聚
林
に
失
ふ
。

　

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
家
持
が
池
主
に
対
し
、
自
分
は
文
才
に
恵
ま
れ
ず
、
漢
詩
文
も
和
歌
も
上
手
く
な
く
、
歌
を
作
る
技
巧
に
も
乏
し
い
と
い
う
、

自
身
の
悩
み
で
あ
っ
た
。
弟
書
持
に
与
え
た
三
首
の
歌
を
創
作
し
た
時
期
に
も
、
同
様
の
悩
み
を
抱
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
歌
作
り
に
相
当
な
情
熱
を
傾

け
て
い
た
二
十
四
歳
の
家
持
は
、
当
時
、
後
の
越
中
時
代
の
池
主
の
よ
う
な
「
友
」、
つ
ま
り
漢
詩
文
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
で
も
自
分
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ

る
よ
う
な
「
友
」
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

家
持
は
『
詩
経
』
小
雅
・「
伐
木
」
以
来
の
文
学
的
伝
統
に
従
い
、「
友
」
を
求
め
る
喩
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
嚶
」
に
よ
り
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を

描
い
た
。
そ
れ
は
「
友
」、
つ
ま
り
自
身
の
創
作
に
対
す
る
よ
き
理
解
者
、
指
導
者
を
渇
望
す
る
思
い
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
「
因
作
三
首
短
歌
、
以
散
鬱
結
之
緒
耳
」
と
は
、
三
首
の
短
歌
を
作
る
こ
と
で
「
鬱
結
」
す
る
思
い
を
晴
ら
そ
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。『
家
持
の
「
鬱
結
」

と
中
国
文
学
（
上
）』
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
著
述
や
作
詩
に
よ
り
、「
鬱
結
」
す
る
思
い
を
晴
ら
す
と
い
っ
た
用
例
は
、
漢
籍
に
多
く
見
ら
れ
る
。
漢
代
の
司

馬
遷
が
そ
の
「
報
任
安
卿
書
」
で
言
及
し
た
周
文
王
、
孔
子
、
屈
原
、
左
丘
、
孫
臏
、
呂
不
韋
、
韓
非
ら
は
皆
、
心
に
鬱
結
し
た
も
の
を
持
ち
、
そ
れ
を
晴
ら

す
た
め
に
発
奮
し
て
著
述
を
な
し
た
。
司
馬
遷
本
人
も
古
代
の
不
遇
な
聖
賢
に
倣
い
、
大
著
『
史
記
』
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
他
に
、
西
晋
の
代
表
的
な
詩
人

の
潘
岳
の
「
獨
り
鬱
結
し
て
其
れ
誰
に
か
語
ん
、
聊
か
思
ひ
を
斯
の
文
に
綴
る
」（「
懐
古
賦
」）、
南
朝
梁
の
豫
章
王
蕭
綜
の
「
氣 

鬱
結
し
、
涕 

滂
沱
た
り
／
愁

思 

託
す
所
無
く
、
强
ひ
て
作
す
、
鐘
を
聴
く
の
歌
」（「
聽
鐘
鳴
」）
は
す
べ
て
、
鬱
結
し
た
思
い
を
晴
ら
そ
う
と
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
家
持
は
こ

の
よ
う
な
先
人
た
ち
の
作
品
を
通
じ
、
歌
を
作
る
こ
と
が
鬱
結
の
心
を
晴
ら
す
術す

べ

と
な
る
こ
と
を
知
り
、
そ
し
て
自
ら
実
践
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）　

大
伴
池
主
に
贈
る
「
七
言
一
首
の
詩
序
」
に
お
け
る
「
鬱
結
」

　

家
持
は
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
の
七
月
末
頃
、
越
中
に
赴
任
し
た
。
そ
の
年
の
暮
れ
に
、
病
気
に
罹
り
、
長
い
間
病
床
に
臥
し
た
。
翌
年
の
春
、
病
気
が

快
方
に
向
か
う
中
で
、「
忽
沈
￡

枉
疾
、￠ 

殆
臨
￡

泉
路
。￠ 

仍
作
￡

歌
詞
、￠ 

以
申
￡

悲
緒
￠

一
首
幷
￡

短
歌
￠

」
を
作
る
。
重
病
で
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
時
の
心
情
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一
七

と
、
遠
く
離
れ
た
都
の
家
族
を
懐
か
し
む
思
い
が
詠
ま
れ
た
。
そ
の
他
、
同
族
で
あ
り
、
同
僚
で
も
あ
る
大
伴
池
主
へ
、
漢
文
書
簡
を
つ
け
て
悲
歌
二
首
を
贈
っ

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
家
持
と
池
主
の
贈
答
歌
の
や
り
と
り
が
始
ま
っ
た
。

　

三
月
四
日
、
池
主
か
ら
詩
序
の
つ
い
た
七
言
律
詩
一
首
が
贈
ら
れ
た
家
持
は
、
そ
の
翌
日
、
同
じ
く
詩
序
を
つ
け
た
七
言
律
詩
一
首
を
作
り
、
短
歌
二
首
を

附
し
て
返
し
た
。
ま
ず
池
主
の
七
言
詩
一
首
の
詩
序
で
あ
る
が
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

七
言
、
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
幷
＄

序

上
巳
名
辰
、
暮
春
麗
景
、
桃
花
昭
＄

臉
以
分
＄

紅
、
柳
色
含
＄

苔
而
競
＄

緑
。
于
時
也
、
携
手
曠
￡

望
江
河
之
畔
、￠ 

設
＄

酒
逈
過
￡

野
客
之
家
。￠ 
既
而
也
、
琴
罇
得
＄

性
、
蘭
契
和
＄

光
。
嗟
乎
、
今
日
所
＄

恨
、

徳
星
已
少
歟
。
若
不
￡

扣
＄

寂
含
＄

章
、
何
以
攄
￡

逍
遥
之
趣
。￠ 

忽
課
￡

短
筆
、￠ 

聊
勒
￡

四
韻
￠

云
尓
。

上じ
や
う
し巳
の
名め
い
し
ん辰
、
暮ぼ
し
ゆ
ん春
の
麗れ
い
け
い景
、
桃た
う
く
わ
ほ
ほ

花
臉
を
昭て

ら
し
て
紅
く
れ
な
ゐ

を
分わ

か
ち
、
柳り
う

色し
よ
く

苔
を
含
み
て
緑
を
競
ふ
。

時
に
、
手
を
携た

づ
さ

へ
て
江
河
の
畔ほ
と
り

を
曠
望
し
、
酒
を
設ま
う

け
て
逈は
る

か
に
野
客
の
家
に
過よ
ぎ

る
。
既す
で

に
し
て

琴
罇
性
を
得
て
、
蘭
契
に
光
を
柔
ら
ぐ
。
嗟あ

あ乎
、
今
日
恨
む
る
所
は
、
徳
星
已す
で

に
少か

く
こ
と
な
る
か
。

若
し
寂
を
扣た

た

き
章
を
含
ま
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か
逍
遥
の
趣
を
攄の

べ
む
。
忽
ち
に
短
筆
を
課つ
か

ひ
、
聊
か

に
四
韻
を
勒
す
と
云

い
ふ
こ
と
し
か
り
尓
。

　

内
容
は
、
上
巳
の
遊
覧
で
楽
し
ん
だ
晩
春
の
美
景
、
同
僚
と
の
風
雅
な
遊
び
を
詠
み
、
そ
し
て
「
徳
星
」
で
あ
る
家
持
の
不
在
へ
の
遺
憾
の
思
い
を
綴
る
。

こ
の
詩
序
は
、『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
一
・
人
部
十
五
「
贈
答
」
の
項
と
『
文
選
』
巻
二
十
四
・「
贈
答
」
に
所
収
さ
れ
る
贈
答
詩
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
晋
の
何
劭
の
「
贈
張
華
」
詩
と
の
類
似
点
は
顕
著
で
あ
る
。
次
に
、
両
者
の
関
連
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

贈
張
華　
　
　
　
　

張
華
に
贈
る　
　
　
　

何
敬
祖

四
時
更
代
謝　
　

四
時
は
更こ

も
ご
も々

に
代
謝
し



一
八

懸
象
迭
卷
舒　
　

懸
象
は
迭た
が
い

に
卷
舒
す

暮
春
忽
復
來　
　

暮
春
は
忽た

ち
ま

ち
復
た
來
た
り

和
風
與
節
倶　
　

和
風
は
節
と
倶と

も

に
す

俯
臨
清
泉
湧　
　

俯
し
て
清
泉
の
湧
け
る
に
臨
み

仰
觀
嘉
木
敷　
　

仰あ
ふ

い
で
嘉
木
の
敷
け
る
を
觀
る

周
旋
我
陋
圃　
　

我
が
陋ろ

う
ほ圃
を
周
旋
し

西
瞻
廣
武
廬　
　

西
の
か
た
廣
武
の
廬
を
瞻み

る

旣
貴
不
忘
儉　
　

旣す
で

に
貴
く
し
て
儉
を
忘
れ
ず

處
有
能
存
無　
　

有
に
處
て
能よ

く
無
を
存
す

鎭
俗
在
簡
約　
　

俗
を
鎭し

づ

む
る
は
簡
約
に
在
り

樹
塞
焉
足
摹　
　

樹
塞
す
る
こ
と
は
焉い

づ
く

ん
ぞ
摹
る
に
足
ら
ん

在
昔
同
班
司　
　

昔
に
在
り
て
は
班
司
を
同
じ
く
し

今
者
竝
園
墟　
　

今
は
園
墟
を
竝な

ら

ぶ

私
願
偕
黄
髪　
　

私ひ
そ

か
に
願
ふ
黄
髪
を
偕と
も

に
し

逍
遥
綜
琴
書　
　

逍
遥
し
て
琴
書
を
綜す

べ

擧
爵
茂
陰
下　
　

爵
を
茂
陰
の
下
に
擧
げ

攜
手
共
躊
躇　
　

手
を
攜
へ
て
共
に
躊
躇
せ
ん
こ
と
を

奚
用
遺
形
骸　
　

奚
を
用
て
形
骸
を
遺
れ
ん

忘
筌
在
得
魚　
　

筌
を
忘
る
る
は
魚
を
得
る
に
在
り

　

二
十
句
よ
り
成
る
こ
の
五
言
詩
は
三
段
に
分
け
ら
れ
、
第
一
段
は
第
一
句
～
第
六
句
、
第
二
段
は
第
七
句
～
第
十
二
句
、
第
三
段
は
第
十
三
句
～
第
二
十
句
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一
九

で
あ
る
。
第
一
段
で
は
、
四
季
の
恒
常
性
、
晩
春
の
到
来
、
及
び
時
節
の
心
地
よ
い
風
を
描
き
、
自
家
の
庭
園
の
春
景
色
を
悦
び
愛
で
る
。
第
二
段
は
、
西
隣

に
あ
る
太
子
の
少
傅
で
あ
る
張
華
の
居
宅
を
眺
め
、
人
格
者
で
あ
る
張
華
を
賛
美
し
、
敬
慕
の
意
を
表
す
。
第
三
段
は
、
同
僚
で
隣
人
で
も
あ
る
張
華
と
共
に

晩
年
を
迎
え
、
琴
書
の
楽
し
み
を
味
わ
い
、
林
の
木
陰
の
下
で
酒
を
飲
む
な
ど
、
手
を
と
り
あ
っ
て
共
に
ゆ
っ
く
り
歩
き
遊
び
た
い
と
い
う
心
情
を
詠
む
。

　

何
劭
の
「
贈
張
華
」
詩
の
主
題
は
「
交
友
」
で
あ
る
。
張
華
の
よ
う
な
人
物
と
友
人
で
あ
り
た
い
、
風
雅
な
楽
し
み
を
共
に
し
た
い
と
い
う
詩
人
の
心
情
が
、

こ
の
詩
に
は
素
直
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　

何
劭
の
「
贈
張
華
」
詩
と
池
主
の
「
七
言
、
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
の
詩
序
」
と
を
比
較
す
れ
ば
、
両
作
品
の
用
語
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
類
似
点
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ　

何
劭
の
「
贈
張
華
」
詩	

Ｂ　

池
主
の
七
言
一
首
の
詩
序

①　

暮
春
忽
復
來	
　
　

暮
春
麗
景

②　

逍
遥
綜
琴
書	

　
　

何
以
攄
￡

逍
遥
之
趣
￠

③　

逍
遥
綜
琴
書
、
擧
爵
茂
陰
下	

　
　

琴
罇
得
性

④　

攜
手
共
躊
躇	

　
　

携
手
曠
￡

望
江
河
之
畔
￠

　

何
劭
の
「
琴
書
」
は
琴
と
書
籍
、「
擧
爵
」
の
「
爵
」
は
酒
を
意
味
す
る
。
琴
、
詩
文
、
そ
し
て
酒
は
、
文
人
雅
士
の
孤
高
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
。
池
主
の
「
琴
罇
」
は
琴
と
酒
樽
を
指
す
。
琴
と
酒
は
文
人
雅
士
の
風
流
な
趣
味
を
表
し
、
友
情
を
交
え
た
風
雅
な
遊
び
の
必
需
品
と
言
え
る
。

　
「
携
手
」
は
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
詩
語
で
、
そ
の
出
典
は
「
惠
に
し
て
我
を
好
ま
ば
、
手
を
携
へ
て
同と

も

に
行
か
ん
」（『
詩
経
』
邶
風
・「
北
風
」）
で
あ
る
。

こ
の
詩
句
は
、
私
の
考
え
に
賛
同
す
れ
ば
、
手
を
と
り
あ
っ
て
一
緒
に
行
こ
う
と
い
う
意
味（

（1
（

で
あ
る
。『
詩
経
』
以
来
、「
携
手
」
は
男
女
の
情
愛
、
男
性
同
士

の
友
愛
を
象
徴
す
る
詩
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
漢
代
の
「
古
詩
十
九
首
」
に
「
携
手
」
を
用
い
た
詩
が
二
首
あ
り
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①　

昔
我
同
門
友　
　

昔
我
が
同
門
の
友



二
〇

　
　

高
擧
振
六
翮　
　

高
擧
し
て
六
翮
を
振
ふ

　
　

不
念
携
手
好　
　

手
を
携
へ
し
好よ

し
み

を
念
は
ず

　
　

棄
我
如
遺
迹　
　

我
を
棄
つ
る
こ
と
遺
跡
の
如
し�

（「
古
詩
十
九
首
」
第
七
首
・『
文
選
』
巻
二
十
九
） 

②　

良
人
惟
古
懽　
　

良
人
古
懽
を
惟お
も

ひ

　
　

枉
駕
惠
前
綏　
　

駕
を
枉ま

げ
て
前
綏
を
惠
む

　
　

願
得
常
巧
笑　
　

願
は
く
は
常
に
巧
笑
を
得
ん
と

　
　

携
手
同
車
歸　
　

手
を
携
へ
車
を
同
じ
う
し
て
歸
る�

（「
古
詩
十
九
首
」
第
十
六
首
・『
文
選
』
巻
二
十
九
）

　

①
の
「
携
手
」
は
、
男
性
同
士
の
友
愛
、
②
は
男
女
の
情
愛
を
指
す
。
何
劭
の
「
携
手
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
①
の
男
性
同
士
の
友
愛
、
即
ち
、「
交
友
」

の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。『
藝
文
類
聚
』
巻
二
十
五
・
人
部
五
「
交
友
」
の
項
に
「
携
手
」
に
よ
っ
て
男
性
同
士
の
友
情
を
示
す
詩
が
あ
っ
て
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

�

東
晉
・
郭
璞
「
贈
温
匡
嶠
」

　
　

安
得
同
攜
手　
　

安
ん
に
か
同
に
手
を
攜
へ
る
る
を
得

　
　

酌
酒
賦
新
詩　
　

酒
を
酌
み
て
新
詩
を
賦
す�

南
朝
齊
・
謝
脁脁
「
贈
友
人
」

　

辰
巳
正
明
氏
は
、
中
国
詩
語
に
お
け
る
「
携
手
」
を
考
察
し
て
、
家
持
が
池
主
と
の
「
手
携
は
り
」（
17
・
四
〇
〇
六
）
も
「
交
友
」
を
示
し
た
用
語
で
あ

る
と（

（1
（

指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
家
持
の
四
〇
〇
六
番
の
歌
は
『
大
伴
家
持
大
事
典（
（1
（

』
に
よ
れ
ば
、
天
平
十
九
年
四
月
三

十
日
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
池
主
の
「
七
言
、
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
の
詩
序
」
よ
り
後
の
作
品
で
あ
る
。
つ
ま
り
万
葉
歌
人
に
お
い
て
、
友
情
を
示
す
「
携
手
」

の
使
用
は
、
池
主
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　

何
劭
の
「
贈
張
華
詩
」
と
池
主
の
「
七
言
、
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
の
詩
序
」
は
、
語
句
の
用
法
が
似
て
い
る
他
、
両
作
品
の
冒
頭
は
と
も
に
暮
春
の
景
物
に

触
発
さ
れ
た
心
情
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
文
学
理
論
書
の
『
文
心
雕
龍
』
の
「
物
色
」
篇
の
冒
頭
部
に
あ
る
「
春
秋
は
代
序
し
、
陰
陽
は
惨
舒
す
。
物
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一

色
の
動
く
や
、
心
も
亦
揺
く
」（『
文
心
雕
龍
』「
物
色
」）
と
い
う
一
文
を
連
想
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
両
者
に
は
も
う
一
つ
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
何
劭
の
「
在
昔
同
班
司
」（「
贈
張
華
」）
に
よ
れ
ば
、
詩
人
は
張
華
と
同
じ
役
所
に
仕
え
て
い
た
。
こ

の
点
に
お
い
て
も
、
池
主
と
家
持
の
関
係
に
似
て
い
る
。
池
主
は
三
等
の
掾
、
家
持
は
国
司
で
あ
り
、
二
人
は
共
に
越
中
国
で
任
務
に
就
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

家
持
に
贈
る
「
七
言
、
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
の
詩
序
」
を
構
想
す
る
時
に
、
池
主
は
何
劭
の
「
贈
張
華
」
の
詩
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
何
劭

の
「
贈
張
華
」
詩
を
踏
ま
え
た
上
で
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
「
携
手
」
の
詩
語
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
自
身
の
「
交
友
」
の
気
持
ち
を
家
持
に
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
家
持
は
、
池
主
の
こ
う
い
っ
た
気
持
ち
を
察
知
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
家
持
の
七
言
一
首
の
詩
と
そ
の
詩
序
を
見
て
み
よ
う
。

昨
暮
来
使
、
幸
也
以
垂
￡

晩
春
遊
覽
之
詩
、￠ 

今
朝
累
信
、
辱
也
以
貺
￡

相
招
望
野
之
歌
。￠ 

一
看
￡

玉
藻
、￠ 

稍
写
￡

鬱
結
、￠ 

二
吟
￡

秀
句
、￠ 

已
蠲
￡

愁
緒
。￠ 

非
￡

此

眺
翫
、￠ 

孰
能
暢
＄

心
乎
。
但
惟
下
僕
、
稟
性
難
＄

彫
、
闇
神
靡
＄

瑩
。
握
＄

翰
腐
＄

毫
、
対
＄

研
忘
＄

渇
。
終
日
目
流
、
綴
＄

之
不
＄

能
。
所
謂
文
章
天
骨
、
習
＄

之

不
＄

得
也
。
豈
堪
三
探
＄

字
勒
＄

韻
、
叶
￡

和
雅
篇
￠

哉
。
仰
聞
￡

鄙
里
小
児
、￠ 

古
人
言
無
＄

不
＄

酬
。
聊
裁
￡

拙
詠
、￠ 

敬
擬
￡

解
咲
￠

焉
。
如
今
賦
＄

言
勒
＄

韵
、�

同
￡

斯
雅
作
之
篇
、￠ 

豈
殊
￡

将
＄

石
間
＄

瓊
＄。 

唱
声
遊
走
曲
歟
、
抑
小
児
譬
￡

濫
謡
。￠ 

敬
写
￡

葉
端
、￠ 

式
擬
＄

乱
曰
、

昨さ
く

暮ぼ

の
来ら
い

使し

は
幸
さ
い
は
ひ

に
し
て
以
て
晩ば
ん

春し
ゅ
ん

遊い
う

覽ら
ん

の
詩
を
垂た

れ
、
今こ
ん

朝て
う

の
累る
い

信し
ん

は
辱
か
た
じ
け
な

く
も
以
て
相さ
う

招せ
う

望ば
う

野や

の
歌
を
貺た
ま

ふ
。
一ひ
と

た
び
玉ぎ
ょ
く

藻さ
う

を
看
れ
ば
、

稍や
や

鬱う
つ
け
つ結
を
写の
ぞ

き
、
二ふ
た

た
び
秀し
う

句く

を
吟ぎ
ん

ず
れ
ば
、
已す
で

に
愁し
う

緒し
ょ

を
蠲の
ぞ

く
。
こ
の
眺て
う

翫ぐ
わ
ん

に
非あ
ら

ざ
れ
ば
、
孰た
れ

か
能よ

く
心こ
こ
ろ

を
暢の

べ
む
や
。
但た
だ

し
こ
れ
下や
つ

僕か
れ

、
稟ひ
ん

性せ
い

彫ゑ

り
難が
た

く
、
闇あ
ん

神し
ん

瑩み
が

く
こ
と
な
し
。
翰ふ
み
て

を
握に
ぎ

り
て
毫ふ
み
て

を
腐く
た

し
、
研け
ん

に
対む
か

ひ
て
渇か
わ

く
こ
と
を
忘わ
す

る
。
終し
ゆ
う

日じ
つ

目も
く

流り
う

し
て
、
こ
れ
を
綴つ
づ

る
能あ
た

は
ず
。

所い
は
ゆ
る謂
文ぶ
ん
し
や
う章
は
天て
ん

骨こ
つ

に
し
て
、
こ
れ
を
習な
ら

ふ
こ
と
得え

ず
と
い
ふ
。
豈あ
に

字じ

を
探さ
ぐ

り
韻い
ん

を
勒ろ
く

し
て
雅が
へ
ん篇
に
叶け
ふ

和わ

す
る
に
堪た

へ
め
や
。
仰
そ
も
そ
も

鄙ひ

り里
の
小せ
う
に児
に

聞き

く
な
ら
く
、「
古こ
じ
ん人
は
言も
の
い

ひ
て
酬む
く

い
ざ
る
こ
と
な
し
」
と
き
く
。
聊い
さ
さ

か
に
拙せ
つ

詠え
い

を
裁つ
く

り
て
、
敬つ
つ
し

み
て
解か
い
せ
う咲
に
擬な
そ

ふ
。
如い

今ま

言げ
ん

を
賦ふ

し
韵い
ん

を
勒ろ
く

し
、
こ
の

雅が

作さ
く

の
篇へ
ん

に
同ど
う

ず
る
は
、
豈あ
に
い
し石
を
将も
ち

て
瓊た
ま

に
間ま
じ

ふ
る
に
殊こ
と

な
ら
め
や
。
唱し
や
う
せ
い声
の
遊い
う
そ
う走
せ
る
曲き
よ
く

な
る
か
、
抑
そ
も
そ
も

小せ

に児
す
ら
濫ら
ん

謡え
う

に
譬た
と

へ
む
か
。
敬つ
つ
し

み
て
葉え
う
た
ん端
に
写う
つ

し
、
式も
ち

て
乱ら
ん

に
擬な
そ

へ
て
曰い
は

く
、

杪
春
余
日
媚
景
麗	

初
巳
和
風
払
自
軽

来
燕
銜
＄

泥
賀
＄

宇
入	

帰
鴻
引
＄

蘆
逈
赴
＄

瀛

聞
君
嘯
＄

侶
新
￡

流
曲
￠	

禊
飲
催
＄

爵
泛
￡

河
清
￠



二
二

雖
＄

欲
＄

追
￡

尋
良
此
宴
￠	

還
知
染
＄

懊
脚
趻

　

家
持
の
「
七
言
一
首
の
詩
序
」
に
用
い
ら
れ
る
「
眺
翫
」「
目
流
」
は
、
漢
籍
に
用
例
を
見
出
せ
な
い
が
、
張
華
の
「
流
目
翫
鯈
魚
」（「
答
何
劭
」
詩
）
を

基
に
し
て
作
り
出
し
た
言
葉
か
と
思
わ
れ
る
。
池
主
か
ら
贈
ら
れ
た
「
七
言
、
晩
春
三
日
遊
覧
の
詩
序
」
が
何
劭
の
「
贈
張
華
」
詩
を
参
考
に
し
て
作
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
る
家
持
だ
か
ら
こ
そ
、
敢
え
て
張
華
の
「
答
何
劭
」
詩
の
詩
句
を
借
り
、
或
い
は
置
き
換
え
る
な
ど
し
て
、
池
主
と
中
国
文
人
を
真
似
た
風
雅

な
贈
答
を
楽
し
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
家
持
の
詩
序
が
張
華
の
「
答
何
劭
」
詩
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
、
以
下
で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

　

張
華
の
「
答
何
劭
」
詩
は
、『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
一
・
人
部
十
五
「
贈
答
」
の
項
と
『
文
選
』
巻
二
十
四
・「
贈
答
二
」
に
収
め
ら
れ
る
が
、
詩
の
前
六
句

が
『
藝
文
類
聚
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
『
文
選
』
巻
二
十
四
・「
贈
答
二
」
所
収
の
何
劭
の
「
贈
張
華
」
詩
に
従
う
。

　

答
何
劭　
　
　
　

答
何
劭
に
答
ふ

吏
道
何
其
迫　
　

吏
道
は
何
ぞ
其
れ
迫
れ
る

窘
然
坐
自
拘　
　

窘
然
と
し
て
坐そ

ぞ

ろ
に
自
ら
拘
は
る

纓
緌
爲
徽
纆　
　

纓
緌
は
徽
纆
と
爲
る

文
憲
焉
可
踰　
　

文
憲
は
焉い

づ
く

ん
ぞ
踰
ゆ
可
け
ん

怡
曠
苦
不
足　
　

怡
曠
は
苦は

な
は

だ
足
ら
ず
し
て

煩
促
每
有
餘　
　

煩
促
は
每つ

ね

に
餘
有
り

良
朋
貽
新
詩　
　

良
朋
は
新
詩
を
貽お

く

り

示
我
以
遊
娯　
　

我
に
示
す
に
遊
娯
を
以
て
す

穆
如
灑
清
風　
　

穆
と
し
て
清
風
の
灑そ

そ

ぐ
が
如
く

奐
若
春
華
敷　
　

奐
と
し
て
春
華
の
敷
け
る
が
若
し
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自
昔
同
寮
宷　
　

昔 

寮
宷
を
同
じ
う
し
て
よ
り

於
今
比
園
廬　
　

今
に
於
い
て
は
園
廬
を
比な

ら

ぶ

衰
夕
近
辱
殆　
　

衰
夕
は
辱
殆
に
近
し

庶
幾
竝
懸
輿　
　

庶
幾
は
く
は
竝な

ら

ぶ
に
輿よ

を
懸
け
ん

散
髪
重
陰
下　
　

髪
を
重
陰
の
下も

と

に
散
じ

抱
杖
臨
清
渠　
　

杖
を
抱
い
て
清
渠
に
臨
み

屬
耳
聽
鷪鷪
鳴　
　

耳
を
屬つ

け
て
鶯
鳴
を
聽
き

流
目
翫
鯈
魚　
　

目
を
流
し
て
鯈
魚
を
翫

も
て
あ
そ

び

從
容
養
餘
日　
　

從
容
と
し
て
餘
日
を
養
ひ

取
樂
於
桑
楡　
　

樂
み
を
桑
楡
に
取
ら
ん

　

張
華
の
こ
の
詩
も
何
劭
の
「
贈
張
華
」
詩
と
同
じ
く
、
そ
の
構
成
は
三
段
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段
は
第
一
句
～
第
六
句
、
第
二
段
は
第
七
句
～
第
十
二
句
、

第
三
段
は
第
十
三
句
～
第
二
十
句
で
あ
る
。
第
一
段
は
何
劭
に
誘
わ
れ
た
晩
年
の
話
、
つ
ま
り
、
官
を
辞
し
た
後
の
夢
の
話
を
踏
ま
え
、
今
ま
で
の
官
吏
の
仕

事
の
窮
屈
さ
、
つ
ら
さ
を
述
べ
る
。
第
二
段
は
、
何
劭
の
「
清
泉
涌
」「
嘉
木
敷
」
の
詩
句
を
踏
ま
え
、
君
の
詩
は
「
穆
と
し
て
清
風
の
灑
ぐ
が
如
く
、
奐
と

し
て
春
華
の
敷
け
る
が
若
し
」
で
あ
る
と
、「
良
朋
」
の
新
詩
へ
の
賛
美
、
そ
し
て
共
に
遊
ぼ
う
と
い
う
誘
い
に
対
す
る
感
動
を
詠
む
。
第
三
段
で
は
年
を
取
っ

た
自
分
も
官
を
辞
し
、「
良
朋
」
と
共
に
田
園
生
活
を
自
由
自
在
に
楽
し
み
た
い
と
い
う
心
情
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

張
華
は
、
何
劭
の
「
私
か
に
願
ふ
黄
髪
を
偕
に
逍
遥
し
て
琴
書
を
綜
べ
／
爵
を
茂
陰
の
下
に
擧
げ
、
手
を
攜
へ
て
共
に
躊
躇
せ
ん
こ
と
を
」
の
誘
い
に
対
し

て
、「
髪
を
重
陰
の
下
に
散
じ
す
べ
き
、
杖
を
抱
い
て
清
渠
に
臨
み
／
耳
を
屬
け
て
鶯
鳴
を
聽
き
、
目
を
流
し
て
鯈
魚
を
翫
び
」
と
答
え
る
。
そ
し
て
何
劭
の

友
情
を
示
す
「
携
手
」
に
対
し
て
、
張
華
は
友
を
求
め
合
う
こ
と
を
象
徴
す
る
「
鶯
鳴
」
で
応
じ
る
。
こ
の
贈
答
詩
で
の
や
り
と
り
か
ら
、
何
劭
と
張
華
は
共

に
、
優
れ
た
文
才
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　

張
華
も
何
劭
も
博
学
で
且
つ
詩
作
に
優
れ
た
。
特
に
張
華
は
賦
だ
け
で
な
く
、
五
言
詩
も
善
く
し
、
児
女
の
情
を
表
す
こ
と
に
長
じ
た
。
二
人
と
も
晋
の
重



二
四

要
な
官
職
に
就
い
た
が
、
人
望
も
文
才
も
張
華
は
何
劭
よ
り
上
で
あ
っ
た
。
何
劭
は
父
親
譲
り
の
性
格
で
、
か
な
り
贅
沢
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
う
い
う
彼
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
と
正
反
対
の
張
華
に
心
惹
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
劭
は
「
贈
張
華
」
詩
に
お
い
て
、「
旣
に
貴
く
し
て
儉
を
忘
れ
ず
、
有

に
處
て
能
く
無
を
存
す
／
俗
を
鎭
む
る
は
簡
約
に
在
り
、
樹
塞
す
る
こ
と
は
焉
ん
ぞ
摹
る
に
足
ら
ん
」
と
詠
ん
で
張
華
の
美
徳
を
褒
め
て
、
人
格
者
で
あ
る
張

華
を
心
か
ら
尊
敬
す
る
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
。

　

張
華
の
「
答
何
劭
」
詩
と
家
持
の
七
言
詩
一
首
の
詩
序
と
を
比
較
す
れ
ば
、
両
作
品
の
用
語
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。

Ａ　

張
華
の
「
答
何
劭
」
詩	

Ｂ　

家
持
の
七
言
律
詩
の
詩
序

①　

良
友
貽
新
詩	

　
　

幸
也
以
垂
晩
春
遊
覧
之
詩

②　

示
我
以
遊
娯	
　
　

晩
春
遊
覧
、
相
招
望
野

③　

穆
如
灑
清
風
、
奐
若
春
華
敷	
　
　

一
看
玉
藻
、
稍
写
鬱
結
、
二
吟
秀
句
、
已
蠲
愁
緒

④　

翫
鯈
魚	

　
　

非
此
眺
翫
、
孰
能
暢
心
乎
。

⑤　

流
目
翫
鯈
魚	

　
　

終
日
目
流

　

③
の
「
穆
如
灑
清
風
、
奐
若
春
華
敷
」
は
、
清
ら
か
な
風
が
吹
く
よ
う
に
な
ご
や
か
な
気
が
満
ち
、
春
の
花
が
咲
き
匂
う
よ
う
に
光
り
輝
い
て
い
る
と
い
う

詩
意
で
あ
る
。
君
の
詩
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
窮
屈
な
仕
事
に
よ
る
不
快
感
が
一
気
に
晴
ら
さ
れ
た
と
、
張
華
は
何
劭
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
二
句
は
、
何

劭
の
詩
に
対
す
る
高
い
評
価
で
あ
り
、
そ
の
詩
を
読
ん
だ
張
華
の
心
情
の
表
象
で
も
あ
る
。
家
持
の
「
一
看
玉
藻
、
稍
写
鬱
結
、
二
吟
秀
句
、
已
蠲
愁
緒
。
非

此
眺
翫
、
孰
能
暢
心
乎
」
も
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
池
主
の
「
晩
春
遊
覧
の
詩
」
と
「
相
招
望
野
の
歌
」
に
対
す
る
家
持
の
感
想
で
あ
る
。

　

両
作
品
は
用
語
と
表
現
が
異
な
る
も
の
の
、
内
在
さ
れ
た
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
共
に
詩
歌
が
持
つ
働
き
に
対
す
る
認
識
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

家
持
の
「
稍
写
鬱
結
」
の
「
鬱
結
」
に
は
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
家
族
を
都
に
置
い
て
一
人
で
越
中
に
赴
任
し
た
こ
と
、
弟
と
別
れ
て
二

か
月
後
に
、
二
十
代
の
若
さ
で
弟
書
持
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
家
持
本
人
も
重
病
に
罹
り
、
長
く
病
床
に
伏
し
た
こ
と
、
ま
た
、
三
月
三
日
に
同
僚
た
ち
と
の

雅
な
遊
び
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
心
が
晴
れ
晴
れ
と
し
な
い
、
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
も（

（1
（

指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
家
持
の
「
鬱
結
」
は
や
は
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五

り
、「
詩
心
の
氾
濫
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

家
持
の
詩
序
の
「
但
惟
下
僕
、
稟
性
難
＄

彫
、
闇
神
靡
＄

瑩
。
握
＄

翰
腐
＄

毫
、
対
＄

研
忘
＄

渇
。
終
日
目
流
、
綴
＄

之
不
＄

能
。
所
謂
文
章
天
骨
、
習
＄

之
不
＄

得
也
。

豈
堪
％

探
＄

字
勒
＄

韻
、
叶
￡

和
雅
篇
￠

哉
。」
の
部
分
は
、
自
分
は
作
歌
が
好
き
で
、
努
力
も
し
た
が
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
資
質
の
為
に
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い

う
、
家
持
の
抱
え
た
悩
み
が
切
々
と
表
さ
れ
て
い
る
。

　

家
持
の
「
非
此
眺
翫
」
の
「
眺
翫
」
は
、
張
華
の
「
答
何
劭
」
詩
の
第
十
八
句
の
「
流
目
翫
鯈
魚
」
の
「
翫
」
を
取
り
入
れ
て
、
四
字
句
の
形
式
に
合
わ
せ

る
為
に
「
翫
」
の
前
に
「
眺
」
を
つ
け
、
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
華
の
「
流
目
翫
鯈
魚
」
と
は
、
泳
い
で
い
る
小
さ
い
魚
を
目
で
追
い
か
け
、
眺
め

る
と
い
う
詩
意
で
、
そ
の
「
流
目
」
は
、
あ
る
方
向
に
目
を
向
け
て
眺
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
家
持
の
「
目
流
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
漢
籍
に
見
え
な
い

語
で
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』（
四
）
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
あ
ち
こ
ち
を
眺
め
る
こ
と
。「
流
目
」
の
語
順
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
家
持
は
張

華
の
「
流
目
」
を
自
分
な
り
「
目
流
」
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
「
孰
能
暢
心
乎
」
の
「
暢
心
」
は
、
弟
書
持
の
贈
歌
に
報
え
る
歌
の
題
詞
に
お
け
る
「
暢
志
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
暢
心
」
に
つ
い
て
『
漢
語
大
詞
典（

（1
（

』
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
1
）　

充
分
表
达
心
意
。
晋 

欧
阳
建
《
言
尽
意
论论
》：「
言
不
畅畅
心
，
则则
无
以
相
接
。」

　
（
2
）　

心
情
愉
快
。《
红红
楼
梦
》
第
九
十
回

：「
真
乃
是
从
古
至
今
，
天
上
人
间间
，
第
一
件
畅畅
心
满满
意
的
事
了
。」

　
『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
暢
心
」
の（
1
）は
、
気
持
ち
を
十
分
に
表
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
晋
の
欧
陽
建
の
『
言
盡
意
論
』
に
「
気
持
ち
を
十
分
に
表
せ
な

い
言
葉
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る
。「
暢
心
」
の（
2
）は
、
気
持
ち
が
愉
快
で
あ
る
こ
と
を
表
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。『
紅
楼
夢
』
第
九
十
回
に

「
こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
昔
か
ら
今
ま
で
、
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
天
上
の
仙
人
の
世
界
に
も
、
人
間
の
世
界
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
心
を
伸
び
や
か
に
し
て
、
う

れ
し
く
満
足
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
「
暢
心
」
は
唐
代
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
で
は
「
暢
心
神
」
が
一
例
あ
り
、
魏
晋
の
王
粛
之
「
蘭
亭
詩
二
首
」
其
二
に
見

ら
れ
る
。

嘉
会
欣
時
游　
　

嘉
会
に
時
游
を
欣
び
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豁
爾
暢
心
神　
　

豁
爾
と
し
て
心
神
を
暢
ば
し
む�

（『
詩
紀
』
巻
三
十
三
）

　

王
粛
之
の
「
暢
心
神
」
を
参
考
に
、
家
持
は
歌
語
「
暢
心
」
を
作
り
出
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
家
持
の
「
七
言
一
首
詩
の
詩
序
」
が
張
華
の
「
答
何
劭
」
の
詩
を
踏
ま
え
た
こ
と
は
明
ら
か
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
詩
の
方
で
あ
る

が
、
張
華
の
「
答
何
劭
」
詩
で
は
な
く
、
何
劭
の
「
贈
張
華
」
詩
が
、
作
詞
の
上
で
念
頭
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

家
持
の
「
七
言
一
首
」
詩
の
第
一
句
・
二
句
の
「
杪
春
余
日
媚
景
麗
、
初
巳
和
風
払
自
軽
」
は
、
一
見
す
れ
ば
池
主
の
詩
序
の
冒
頭
の
「
上
巳
名
辰
、
暮
春

麗
景
」
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
贈
張
華
」
詩
の
第
三
句
・
四
句
の
「
暮
春
忽
復
來
、
和
風
與
節
俱
」
と
対
照
し
て
み
れ
ば
、
何
劭
の
「
和
風
」
を

そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
、「
暮
春
」
の
代
わ
り
に
同
じ
意
味
を
表
す
「
杪
春
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
家
持
の
第
七
句
の
「
雖
欲
追
尋
良
此
宴
」

の
「
良
」
は
「
贈
張
華
」
詩
の
第
七
句
の
「
良
朋
貽
新
詩
」
の
「
良
」
を
意
識
し
て
用
い
た
言
葉
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

池
主
と
家
持
の
贈
答
詩
、
そ
し
て
そ
の
詩
序
は
、『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
一
・「
贈
答
」
の
項
と
『
文
選
』
巻
二
十
四
・「
贈
答
」
に
所
収
さ
れ
る
中
国
文
人

の
贈
答
詩
を
真
似
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
月
三
日
の
上
巳
芳
辰
の
水
辺
で
の
遊
覧
、
琴
を
弾
い
た
り
、
詩
を
吟
じ
た
り
、
酒
を
飲
ん
だ
り
な
ど
、
中
国

文
人
の
風
雅
な
遊
び
ま
で
真
似
て
い
る
。
こ
れ
は
海
の
向
こ
う
の
文
人
雅
士
の
生
き
方
へ
の
、
万
葉
歌
人
の
憧
憬
を
表
し
て
い
る
。

（
三
）　

久
米
広
縄
に
贈
る
悲
別
の
歌
の
題
詞
に
お
け
る
「
鬱
結
」

　

久
米
広
縄
に
つ
い
て
、『
大
伴
家
持
大
事
典（

（1
（

』
に
よ
れ
ば
、
伝
記
は
未
詳
で
、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
の
三
月
頃
、
越
中
国
掾
大
伴
池
主
が
越
前
掾
に
転

じ
た
後
、
そ
の
後
任
と
な
っ
た
人
物
だ
と
い
う
。
万
葉
集
中
に
久
米
広
縄
の
歌
は
決
し
て
多
く
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
中
で
家
持
と
の
贈
答
歌
が
目
立
つ
。
伊

藤
博
氏
は
そ
の
四
〇
五
〇
番
の
歌
の
『
釈
注（

（1
（

』
で
、
久
米
広
縄
の
そ
の
人
物
像
、
及
び
家
持
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

す
こ
ぶ
る
生
真
面
目
な
人
柄
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
池
主
と
は
ま
た
違
っ
た
形
で
家
持
の
大
き
な
信
頼
を
受
け
て
い
た
。

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
の
七
月
、
家
持
は
少
納
言
に
遷
任
さ
れ
た
。
帰
郷
す
る
前
に
家
持
は
、
上
京
中
だ
っ
た
久
米
広
縄
の
そ
の
館
へ
、「
悲
別
の
歌
」

を
預
け
て
届
け
た
。
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二
七

以
￡

七
月
十
七
日
、￠ 

遷
￡

任
少
納
言
。￠ 

仍
作
￡

悲
別
之
歌
、￠ 

贈
￡

貽
朝
集
使
掾
久
米
朝
臣
広
縄
之
館
￠

二
首
既
満
￡

六
載
之
期
、￠ 

忽
値
￡

遷
替
之
運
。￠ 

於
是�

別
＄

旧
之
悽
、
心
中
鬱
結
。
拭
＄

渧
之
袖
、
何
以
能
旱
。

因
作
￡

悲
歌
二
首
、￠ 

式
遺
￡

莫
忘
之
志
。￠ 

其
詞
曰
、

七
月
十
七
日
を
以
て
少せ

う
な
ふ
ご
ん

納
言
に
遷せ
ん

任に
ん

し
き
。
仍す
な
は

ち
悲ひ

別べ
つ

の
歌
を
作
り
て
、
朝て
う

集し
ふ

使し

掾じ
よ
う

久く

米め
の

朝あ
そ

臣み

広ひ
ろ

縄な
は

の
館
む
ろ
つ
み

に
贈お
く

り
貽の
こ

し
し
二
首

既す
で

に
六ろ
く

載さ
い

の
期と
き

に
満み

ち
、
忽た
ち
ま

ち
に
遷せ
ん

替た
い

の
運め
ぐ
り

に
値あ

ふ
。
こ
こ
に
旧き
う

を
別わ
か

る
る
悽か
な

し
み
、
心し
ん
ち
う中
に
鬱う
つ
け
つ結
す
。
渧な
み
だ

を
拭の
ご

ふ
袖そ
で

、
何な
に

を
以
て
か
能よ

く
旱ほ

さ
む
。
因よ

り
て
悲ひ

か歌
二
首
を
作
り
、
式も
ち

て
莫ば
く
ば
う忘
の
志
こ
こ
ろ
ざ
し

を
遺の
こ

す
。
そ
の
詞こ
と
ば

に
曰い
は

く
、

あ
ら
た
ま
の
年
の
緒を

長
く
相あ
ひ

見み

て
し
そ
の
心こ
こ
ろ
び引
き
忘
ら
え
め
や
も�

（
19
・
四
二
四
八
）

石い
は

瀬せ

の野
に
秋
萩
し
の
ぎ
馬
並な

め
て
初は
つ
と鳥
狩が
り

だ
に
せ
ず
や
別
れ
む�

（
19
・
四
二
四
九
）

　

題
詞
に
使
わ
れ
た
「
悲
別
」「
悲
歌
」「
拭
渧
」「
別
旧
之
悽
」
及
び
「
心
中
鬱
結
」
は
、
い
ず
れ
も
離
別
の
悲
哀
と
関
わ
り
を
持
つ
用
語
で
あ
る
。
家
持
は

こ
の
「
悲
別
の
歌
」
を
創
作
す
る
為
に
、
漢
詩
の
詩
語
、
詩
句
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
り
、
或
い
は
参
考
に
し
た
上
で
新
し
い
歌
語
を
作
り
出
し
て
い
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
表
現
上
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　
「
悲
別
之
歌
」
の
「
悲
別
」
で
あ
る
が
、
家
持
は
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
用
法
は
漢
詩
文
に
は
な
い
。

①　

願
覩
卒
歡
好　
　

願
は
く
ば
卒つ

ひ

に
歡
好
を
覩

　
　

不
見
悲
別
離　
　

別
離
を
悲
し
む
を
見
ざ
る
こ
と
を�

魏
晉
・
阮
藉
「
詠
懷
詩
十
七
首
」
其
九
（『
文
選
』
巻
十
）

②　

樂
哉
新
相
知　
　

樂
し
い
か
な　

新
相
知

　
　

悲
矣
生
別
離　
　

悲
し
い
か
な　

生
別
離�

南
朝
齊
・
呉
邁
遠
「
擬
樂
府
四
首
」（
一
）
飛
來
雙
白
鵠
（『
玉
台
新
詠
』
巻
一
）

③　

銜
悲
別
隴
頭　
　

悲
し
み
を
銜
え
て
隴
頭
に
別
る

　
　

關
路
漫
悠
悠　
　

關
路　

漫み
だ

り
に
悠
悠
た
り�

南
朝
梁
・
蕭
繹
「
隴
頭
水
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
四
十
二
）
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①
の
「
悲
別
離
」、
②
の
「
悲
矣
生
別
離
」、
③
の
「
銜
悲
別
」
を
基
に
し
て
、
家
持
は
歌
語
の
「
悲
別
」
を
作
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
家
持
の
「
悲

歌
」
も
「
悲
別
」
と
同
様
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

①　

行
觴
奏
悲
歌　
　

行
觴
し　

悲
歌
を
奏
づ

　
　

永
夜
系
白
日　
　

永
夜　

白
日
に
系か

く�

南
朝
宋
・
謝
霊
運
「
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩
八
首
」
其
四　

徐
幹
（『
詩
紀
』）　

②　

悲
歌
辭
舊
愛　
　

悲
し
く
歌
ひ
て 

舊
愛
を
辭
し

　
　

銜
涙
覓
新
知　
　

涙
を
銜
み
て
新
知
を
覓も

と

む�

南
朝
宋
・
鮑
照
「
詠
双
燕
」（『
玉
台
新
詠
』
巻
四
）

　

①
の
「
悲
歌
」
は
名
詞
で
、
家
持
の
用
法
と
同
じ
あ
る
。
②
の
「
悲
歌
」
は
「
形
容
詞
＋
動
詞
」
と
い
う
構
造
の
詩
語
で
あ
り
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

　
「
拭
渧
」
の
「
渧
」
で
あ
る
が
、
小
島
憲
之
氏
が
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學
・
中（

（1
（

』
で
考
証
さ
れ
た
よ
う
に
、「
渧
」
は
「
涙
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

漢
詩
に
「
拭
涙
」
の
用
例
が
少
な
く
は
な
く
、
男
性
が
女
性
の
身
に
な
っ
て
吟
じ
る
「
離
別
詩
」、「
閨
怨
詩
」
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

①　

客
行
秖
念
路　
　

客
行 

秖
だ
路
を
念お
も

ふ

　
　

相
將
渡
江
口　
　

相
將
い
て
江
口
を
渡
る

　
　

誰
知
堤
上
人　
　

誰た
れ

か
知
ら
ん 

堤
上
の
人

　
　

拭
涙
空
揺
手　
　

涙
を
拭
ひ
て
空
し
く
手
を
揺
か
す�

南
朝
梁
・
蕭
綱
「
春
江
曲
」（『
玉
台
新
詠
』
巻
十
）

②　

藏
啼
留
送
别　
　

藏
れ
て
啼
き
て
送
别
を
留
む

　
　

拭
涙
強
相
參　
　

涙
を
拭
ひ
て
強
い
て
相
參
す�

北
周
・
庾
信
「
贈
別
詩
」（『
庾
開
府
詩
集
上
』）

　
「
別
旧
之
悽
」
は
漢
籍
に
用
例
を
見
出
せ
な
く
、
家
持
が
「
離
別
」
を
主
題
と
す
る
漢
詩
を
参
考
に
し
て
作
り
出
し
た
用
語
と
思
わ
れ
る
。『
漢
語
大
詞
典（

（1
（

』

に
よ
れ
ば
、「
旧
」
は
「
旧
交
（
古
く
か
ら
の
友
人
）」
を
指
す
。『
藝
文
類
聚
』
巻
二
十
九
・「
別
上
」
の
項
に
収
め
ら
れ
る
謝
霊
運
の
「
鄰
里
相
送
方
山
詩
」
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二
九

と
い
う
「
送
別
」
の
詩
に
、

解
纜
及
流
潮　
　

纜
と
も
づ
なを
解
き
て
流
潮
に
及
ば
ん
と
す
る
も

懷
舊
不
能
發　
　

舊
を
懷
ひ
て
發
す
る
能あ

た

は
ず

と
あ
る
。
こ
こ
の
「
懷
舊
」
は
旧
友
を
懐
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
「
別
旧
之
悽
」
の
「
悽
」
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
で
、「
悲
痛
（
い
た
む
、
か
な
し
む
）」

と
説
明
さ
れ
る
。
離
別
に
よ
る
「
悽
し
み
」
は
初
唐
の
虞
世
南
の
「
裁
紈 

斷
曲
を
悽
し
み
、 

織
素 

別
離
の
心
」（「
怨
歌
行
」）
に
見
ら
れ
る
。

　
「
心
中
鬱
結
」
も
漢
籍
に
用
例
を
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
類
似
語
の
「
心
鬱
結
」「
心
中
結
」「
気
結
」
は
以
下
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
・「
別
下
」
の
項
に
収
め
ら
れ
る
曹
丕
の
「
出
婦
賦
」
に

情
悵
恨
而
顧
望　
　

情
悵
恨
し
て 

顧
望
し

心
鬱
結
其
不
平　
　

心
鬱
結
し
て 

其
れ
平
ら
か
な
ら
ず

と
あ
る
。
二
十
年
も
一
緒
に
暮
ら
し
た
夫
に
捨
て
ら
れ
、
家
を
出
さ
れ
た
女
性
の
悲
し
み
、
怨
み
、
不
満
不
平
が
「
心
鬱
結
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
他
、『
玉
台
新
詠
』
巻
九
に
収
め
ら
れ
る
南
朝
梁
の
張
率
の
「
長
相
思
二
首
」
其
一
に

長
相
思　
　
　
　
　
　

長
く
相
思
ふ

久
離
別　
　
　
　
　
　

久
し
く
離
別
す

美
人
之
遠
如
雨
絶　
　

美
人
の
遠
き 

雨
の
絶
え
た
る
が
如
し

獨
延
佇　
　
　
　
　
　

獨
り
延
佇
す



三
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心
中
結　
　
　
　
　
　

心
中
結
ぶ

と
あ
る
。
夫
婦
が
長
く
離
居
し
て
、
心
が
鬱
々
と
し
て
結
ぼ
れ
る
こ
と
を
「
心
中
結
」
で
表
現
し
て
い
る
。

　

親
し
い
人
と
の
離
別
に
よ
る
「
鬱
結
」
の
用
例
は
、
建
安
七
子
の
一
人
で
あ
る
徐
幹
の
「
室
思
一
首
」
詩
に
も
見
ら
れ
る
。
六
章
か
ら
な
る
こ
の
詩
の
「
二

章
」
に
、

峨
峨
高
山
首　
　

峨
峨
た
り
高
山
の
首

悠
悠
萬
里
道　
　

悠
悠
た
ち
萬
里
の
道

君
去
日
已
遠　
　

君
去
つ
て
日
に
已
に
遠
し

鬱
結
令
人
老　
　

鬱
結 

令
人
を
し
て
老
い
し
む�

（『
玉
台
新
詠
』
巻
一
）

と
あ
る
。
夫
は
行
商
、
従
軍
に
出
た
ま
ま
帰
っ
て
こ
な
い
。
夫
と
長
く
離
別
し
た
妻
の
鬱
々
と
し
た
心
を
「
鬱
結
」
と
い
う
語
で
表
す
。
ま
た
友
人
と
別
れ
て
、

気
が
晴
れ
晴
れ
と
し
な
い
こ
と
を
表
す
用
例
も
あ
る
。

悲
與
親
友
別　
　

悲
し
む　

親
友
と
別
る
る
を

氣
結
不
能
言　
　

氣
結
び
て　

言
ふ
能あ

た

は
ず�

「
古
詩
八
首
」
其
七
（『
藝
文
類
聚
』
巻
九
十
）

　

以
上
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
万
葉
歌
人
に
愛
読
さ
れ
た
『
藝
文
類
聚
』
と
『
玉
台
新
詠
』
に
所
収
さ
れ
る
。
曹
丕
の
「
心
鬱
結
」、
張
率
の
「
心
中
結
」、
徐

幹
の
「
鬱
結
」
及
び
「
古
詩
八
首
」
其
七
の
「
気
結
」
を
下
敷
き
に
し
、
家
持
が
「
心
中
鬱
結
」
を
作
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
心
中
鬱
結
」
は
曹
丕
の
「
心

鬱
結
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。「
悲
別
の
歌
」
の
題
詞
は
中
国
詩
賦
の
形
式
に
基
づ
く
四
字
句
と
六
字
句
で
綴
ら
れ
た
も
の
で
、
字
数
を
揃
え
る
為
に
、
家
持

は
「
心
中
鬱
結
」
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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「
悲
別
の
歌
」
の
第
一
首
で
は
、
久
米
広
縄
の
人
柄
を
称
賛
し
、
そ
の
友
情
を
忘
れ
な
い
気
持
ち
が
詠
ま
れ
た
。
第
二
首
は
、
以
前
の
よ
う
に
鷹
狩
を
共
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
親
友
と
の
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
を
述
べ
る
。

　
「
別
旧
之
悽
」
を
主
題
と
す
る
こ
の
歌
と
題
詞
は
、
曹
植
の
「
離
友
詩
」
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
曹
植
に
は
「
離
友
詩
三
首
」
と
い
う
詩
題
が
残
っ

て
い
る
が
、
詩
は
二
首
し
か
現
存
し
な
い
。
詩
は
そ
の
内
容
に
よ
り
、「
離
友
詩
三
首
」
其
の
一
と
其
の
二
が
そ
れ
ぞ
れ
『
藝
文
類
聚
』
交
友
の
項
と
『
藝
文

類
聚
』
別
上
の
項
に
収
め
ら
れ
る
。
交
友
の
項
に
所
収
さ
れ
る
「
其
の
一
」
に
は
次
の
よ
う
な
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

鄉鄉
人
有
￡

夏
侯
威
者
、￠ 
少
有
￡

成
人
之
風
。￠ 

余
尚
￡

其
爲
＄

人
、￠ 

與
之
昵
好
。
王
師
振
旅
、
送
＄

余
於
魏
邦
、
心
有
￡

眷
然
、￠ 

爲
之
隕
＄

涕
。
乃
￡

作
離
友
之
詩
、￠ 

其
辭
曰

：

鄉鄉
人
に
夏
侯
威
な
る
者
有
り
。
少ま
れ

に
有
る
成せ
い
じ
ん人
の
風
な
り
。
余 

其
の
人
と
爲
り
を
尚た
ふ
と

び
て
、
之
と
昵ぢ
つ

好か
う

た
り
。
王
師 

振し
ん

旅り
ょ

し
、
余
を
魏
邦
に
送

る
に
、
心
に
眷け

ん

然ぜ
ん

た
る
有
り
。
之
が
爲
に
涕な
み
だ

を
隕お
と

す
。
乃
ち
友
に
離
る
る
の
詩
を
作
る
。
そ
の
辭こ
と
ば

に
曰
く

：

　

こ
の
詩
序
で
曹
植
は
里
人
の
夏
侯
威
と
親
し
く
付
き
合
い
始
め
た
経
緯
、「
離
友
詩
三
首
」
を
創
作
し
た
理
由
を
記
す
。『
先
秦
両
汉汉
魏
晋
南
北
朝
诗诗
歌
鉴
赏
鉴
赏

辞
典（

（1
（

』
に
よ
れ
ば
、
建
安
十
七
年
（
二
一
三
）
の
冬
、
曹
植
は
父
親
の
曹
操
の
大
軍
に
従
い
、
孫
権
征
伐
に
赴
い
た
。
翌
年
の
春
、
曹
操
軍
は
凱
旋
し
て
魏
の

都
の
鄴
に
戻
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
途
上
で
、
故
郷
の
譙
を
通
過
し
た
際
に
、
し
ば
ら
く
そ
こ
に
滞
在
し
た
。
曹
植
は
こ
の
時
に
同
郷
の
夏
侯
威
と
親
し
く
な
り
、

意
気
投
合
し
た
二
人
は
親
友
と
な
っ
た
。

　

夏
四
月
、
夏
侯
威
は
曹
植
を
魏
の
都
ま
で
送
っ
て
い
く
。
そ
し
て
秋
ま
で
都
に
滞
在
し
、
そ
の
後
故
郷
へ
と
帰
っ
て
い
っ
た
。
曹
植
は
「
離
友
詩
」
の
序
文

で
夏
侯
威
を
「
少
有
￡

成
人
之
風
￠

（
稀
に
し
か
な
い
徳
才
兼
備
な
持
ち
主
）」
と
褒
め
て
、
自
分
が
彼
と
仲
良
く
な
っ
た
の
は
「
余
尚
￡

其
爲
＄

人
￠

（
私
は
彼
の

人
柄
に
心
惹
か
れ
た
）」
か
ら
だ
と
言
う
。
詩
序
の
結
末
で
は
、
夏
侯
威
と
別
れ
る
の
が
名
残
惜
し
く
て
涙
が
流
し
て
、
そ
こ
で
、「
離
友
詩
」
を
作
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。

　
「
離
友
詩
三
首
」
の
其
の
一
は
、
夏
侯
威
が
曹
植
を
鄴
ま
で
送
っ
て
い
っ
た
経
緯
、
二
人
が
旅
の
途
中
で
分
か
ち
合
っ
た
喜
び
、
鄴
で
曹
植
が
心
を
込
め
て

こ
の
親
友
を
も
て
な
し
た
こ
と
を
描
く
。
詩
の
第
二
句
の
「
彼
君
子
兮
篤
人
綱
」
は
、
夏
侯
威
の
人
と
な
り
が
温
厚
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。



三
二

　
「
離
友
詩
三
首
」
其
の
二
は
、
故
郷
に
帰
る
夏
侯
威
を
見
送
っ
た
時
の
こ
と
を
記
し
、
親
友
と
別
れ
る
詩
人
の
悲
し
い
心
情
を
描
く
。
結
句
で
は
、「
鬱
結
」

の
意
味
に
近
い
「
鬱
悒
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
離
友
詩
三
首
」
の
其
の
二
を
見
て
み
よ
う
。

　

離
友
詩
三
首
其
二　
　
　

友
に
離
る
る
の
詩
其
の
二

涼
風
肅
兮
白
露
滋　
　

涼
風
肅
と
し
て
白
露
滋し

げ

く

木
感
氣
兮
條
葉
辭　
　

木
は
氣
に
感
じ
て
條　

葉
辭じ

す

臨
淥
水
兮
登
重
基　
　

淥
水
に
臨
み
重
基
に
登
る

折
秋
華
兮
采
靈
芝　
　

秋
華
を
折
り
靈
芝
を
采と

る

尋
永
歸
兮
贈
所
思　
　

永
歸
を
尋
ね
て　

思
ふ
所と

こ
ろ

に
贈
ら
ん

感
離
隔
兮
會
無
期　
　

離
隔
に
感
ず
る
も
會
ふ
に
期
無
し

伊
鬱
悒
兮
情
不
怡　
　

伊こ
こ

に
鬱
悒
し
て
情
怡た
の

し
ま
ず

　

詩
意
は
、
涼
風
が
蕭
々
と
吹
き
、
白
露
が
草
に
た
っ
ぷ
り
と
溜
ま
っ
て
い
る
。
樹
木
は
秋
の
気
を
感
じ
て
、
そ
の
葉
を
散
ら
す
。
淥
水
の
水
辺
に
立
ち
、
小

高
い
丘
に
登
っ
て
遠
く
を
眺
め
た
。
秋
の
花
を
摘
ん
で
霊
芝
を
採
り
、
ま
も
な
く
故
郷
に
帰
ろ
う
と
す
る
親
友
に
、
私
は
こ
れ
ら
贈
ろ
う
と
思
う
。
こ
こ
で
別

れ
た
が
、
最
後
、
も
う
二
度
と
会
え
な
い
の
か
と
思
う
と
、
私
の
心
は
ふ
さ
が
り
、
と
て
も
楽
し
む
こ
と
な
ど
で
き
な
い
、
と
。

　

こ
の
詩
は
宋
玉
の
「
九
辯
」
と
関
連
が
あ
る
と（

（2
（

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
第
一
句
・
二
句
・
三
句
及
び
第
五
句
の
半
分
は
、
宋
玉
の
「
九
辯
」
の
冒
頭
の

部
分
の
「
悲
し
い
か
な
、
秋
の
氣
た
る
や
。
蕭
瑟
た
り
、
草
木
搖
落
し
て
、
變
衰
す
。
憭
慄
た
り
、
遠
行
に
在
り
て
、
山
に
登
り
水
に
臨
み
、
將
に
歸
ら
ん
と

す
る
を
送
る
が
若
し
」
を
参
照
し
構
想
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宋
玉
の
表
現
を
借
り
て
描
か
れ
た
秋
の
も
の
寂
し
い
景
色
に
、
友
人
と
の
別
れ
を
悲
し
む
曹

植
の
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
句
・
五
句
は
、
屈
原
の
「
芳
馨
を
折
り
て
思
ふ
所
に
遺
ら
ん
と
す
」（「
山
鬼
」）
を
下
敷
き
に
さ
れ
て
い
る
。「
山
鬼
」
詩
の
中
で
は
、
山
の
女
神
が
薫

り
高
い
花
を
摘
み
、
恋
い
慕
う
人
間
の
男
性
に
贈
ろ
う
と
す
る
。
草
花
を
摘
ん
で
、
人
に
贈
る
と
い
う
行
為
は
、
愛
情
を
示
す
文
学
表
現
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
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そ
の
伝
統
は
『
詩
経
』
に
遡
る
。
山
の
女
神
の
花
は
愛
の
印し
る
し

で
あ
る
。
一
方
、
曹
植
は
友
情
の
印し
る
し

で
あ
っ
た
。
曹
植
は
故
郷
に
帰
ろ
う
と
す
る
友
人
に
花
と

霊
芝
を
贈
っ
た
。
霊
芝
は
仙
草
で
、
人
を
不
老
長
寿
に
す
る
不
思
議
な
力
を
持
つ
と
さ
れ
、
大
事
な
人
に
捧
げ
る
最
高
の
贈
り
物
で
あ
る
。
曹
植
は
花
と
霊
芝

に
託
し
、
親
友
に
対
す
る
真
摯
な
感
情
を
詠
ん
だ
が
、
屈
原
の
「
山
鬼
」
詩
の
発
想
と
表
現
が
活
か
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

第
六
句
は
、
屈
原
の
「
悲
し
き
は
生
別
離
よ
り
悲
し
き
は
無
し
」（「
少
司
命
」）、
第
七
句
は
、「
心
怡
し
ま
ざ
る
こ
と
此
れ
長
久
な
り
。
憂
と
愁
と
其
れ
相

接
す
」（「
九
章
」
哀
郢
）
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
第
七
句
の
「
鬱
悒
」
は
、
屈
原
の
「
離
騒
」
と
「
九
章
」・
惜
誦
の
「
鬱
悒
」
の

用
法
と
同
様
で
あ
る
。
両
者
の
相
違
は
、
屈
原
の
「
鬱
悒
」
が
身
の
不
遇
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
曹
植
の
そ
れ
は
親
友
と

離
別
し
て
も
う
会
え
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
悲
哀
の
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

曹
植
の
「
離
友
詩
」
の
特
徴
は
、
友
人
と
の
仲
を
恋
人
同
士
の
よ
う
に
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
六
朝
時
代
に
、
友
情
詩
は
恋
愛
詩
よ
り
多
く
、
男
性
同

士
は
友
情
詩
を
恋
愛
詩
の
よ
う
に
書
く
の
が
当
時
の
風
潮
で
あ
る
。
曹
植
の
「
離
友
詩
」
に
も
こ
う
い
っ
た
時
代
傾
向
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

曹
植
の
「
離
友
詩
」
に
つ
い
て
は
家
持
は
と
っ
く
に
知
っ
て
い
る
。
十
七
歳
の
時
、
創
作
し
た
相
聞
歌
の
六
一
一
番
の
歌
に
曹
植
の
「
離
友
詩
」
其
の
二
の

影
響
が
見
ら
れ
る
。

今
更　

妹
尓
将
＄

相
八
跡　

念
可
聞　

幾
許
吾
胸　

鬱い
ぶ

悒せ
く

将
＄

有

今
更
に
妹
に
逢あ

は
め
や
と
思
へ
か
も
こ
こ
だ
く
我あ

が
胸む
ね

い
ぶ
せ
く
あ
る
ら
む�

（
4
・
六
一
一
）

　

歌
の
前
半
の
「
今
更
に
妹
に
逢
は
め
や
と
思
へ
か
も
」
は
、
曹
植
の
「
離
隔
に
感
ず
る
も
會
ふ
に
期
無
し
」
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
歌
の
後
半
の

原
文
「
幾
許
吾
胸　

鬱
悒
将
＄

有
」
を
曹
植
の
詩
の
原
文
「
伊
鬱
悒
兮
情
不
怡
」
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
家
持
の
歌
が
曹
植
の
詩
を
真
似
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
家
持
の
六
一
一
歌
の
発
想
、
モ
チ
ー
フ
及
び
表
現
は
「
離
友
詩
」
其
の
二
の
第
六
句
、
七
句
の
「
離
隔
に
感
ず
る
も
會
ふ
に
期
無
し
、
伊
に

鬱
悒
し
て
情
怡
ま
ず
」
に
由
来
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
大
伴
家
持
大
事
典（

（2
（

』
に
よ
れ
ば
、
六
一
一
歌
は
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
作
ら
れ
た
一
方
、
久
米
広
縄
に
贈
る
「
悲
別
の
歌
」
は
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七

五
一
）、
家
持
が
三
十
四
歳
の
時
に
作
っ
た
の
で
あ
る
。
二
首
の
歌
は
制
作
時
期
に
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
離
別
に
よ
る
悲
哀
を
主
題
と
す
る
と
こ
ろ
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四

が
同
じ
で
あ
る
。

　

家
持
の
「
悲
別
の
歌
」
の
題
詞
を
曹
植
の
「
離
友
詩
」、
及
び
そ
の
詩
序
と
を
比
較
す
れ
ば
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

Ａ　

曹
植
の
「
離
＄

友
詩
」
の
詩
序
と
「
離
友
詩
」
其
二	

Ｂ　

家
持
の
「
悲
別
の
歌
」
の
題
詞

①　

乃
作
￡

離
友
之
歌
￠

（「
離
友
詩
」
の
詩
序
）	

　
　

仍
作
￡

悲
別
之
歌
￠

②　

離
＄

友	

　
　

別
＄

旧

③　
「
離
＄

友
詩
」　

伊
鬱
悒
兮
情
不
怡	

　
　

別
＄

旧
之
悽

①　

鬱
悒	

　
　

鬱
結

②　

隕
＄

涕	

　
　

拭
＄

渧

③　

其
辭
曰

：	

　
　

其
詞
曰
、

　

②
の
「
別
＄

旧
」
は
、
曹
植
の
詩
題
の
「
離
＄

友
」
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
③
の
「
別
＄

旧
之
悽
」
は
、「
離
＄

友
詩
」
其
の
二
の
第
六
句
・
七
句
の
「
離

隔
に
感
ず
る
も
會
ふ
に
期
無
し
、
伊こ

こ

に
鬱
悒
し
て
情
怡た
の

し
ま
ず
」
を
元
に
し
て
作
り
出
し
た
も
の
で
、
創
意
に
富
ん
だ
表
現
と
言
え
る
。
他
の
部
分
の
用
語
、

表
現
も
曹
植
の
そ
れ
と
似
通
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、「
題
詞
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
家
持
の
「
悲
別
の
詩
」
の
第
一
首
の
歌
も
曹
植
の
「
離
友
詩
三
首
」
の
詩

序
と
の
関
わ
り
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

曹
植
の
「
離
友
詩
三
首
」
の
詩
序
に
、「
余
尚
￡

其
爲
人
￠

」
が
あ
る
。「
爲
人
」
と
は
人
柄
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
家
持
の
「
悲
別
の
歌
」
の
一
首
目
の
歌
の

「
そ
の
心
引
」
は
、「
あ
な
た
の
心
に
ひ
か
れ
て（

（2
（

」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
そ
の
心
引
」
は
、
曹
植
の
「
余
尚
￡

其
爲
人
￠

」
と
同
じ
こ
と
を
表
す
。
曹
植

は
夏
侯
威
の
人
柄
に
引
か
れ
て
仲
良
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
家
持
が
久
米
広
縄
と
長
き
に
わ
た
っ
て
親
し
く
付
き
合
っ
た
の
も
久
米
の
「
そ
の
心
引
」

に
よ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
家
持
は
曹
植
の
「
余
尚
￡

其
爲
＄

人
、￠ 

與
之
昵
好
。」
を
踏
ま
え
、「
悲
別
の
歌
」
の
第
一
首
を
構
想
し
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に

友
人
と
の
別
れ
の
為
に
、
晴
れ
晴
れ
と
し
な
い
気
持
ち
を
表
す
「
心
中
鬱
結
」
は
、
曹
植
の
「
鬱
悒
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。



家
持
の
「
鬱
結
」
と
中
国
文
学
（
下
）

三
五

お
わ
り
に

　

以
上
、「
鬱
結
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
家
持
の
三
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
用
語
や
表
現
法
を
詳
細
に
検
討
し
、
且
つ
家
持
が
手
本
と
し
た
で
あ
ろ
う
漢

詩
文
の
関
連
を
考
察
し
て
、
家
持
の
「
鬱
結
」
は
漢
詩
文
と
の
深
い
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

家
持
の
こ
れ
ら
三
作
品
の
主
題
は
、「
友
」
で
三
つ
の
作
品
を
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。（
一
）
弟
書
持
の
贈
答
に
報
え
る
歌
の
「
題
詞
」
の
主

題
は
「
友
を
求
め
る
」、（
二
）
大
伴
池
主
に
贈
る
「
七
言
一
首
の
詩
序
」
の
主
題
は
「
交
友
」、（
三
）
久
米
広
縄
に
贈
る
悲
別
の
歌
の
「
題
詞
」
の
主
題
は
「
離

友
」
に
よ
っ
て
統
べ
括
れ
る
。
漢
詩
文
よ
り
取
り
入
れ
た
「
鬱
結
」
に
よ
っ
て
家
持
は
自
分
の
心
情
を
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
表
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

弟
書
持
の
贈
答
に
報
え
る
歌
の
「
題
詞
」
に
お
け
る
「
鬱
結
」
は
、
家
持
自
身
の
創
作
に
対
す
る
よ
き
理
解
者
、
指
導
者
を
渇
望
す
る
思
い
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
大
伴
池
主
に
贈
る
「
七
言
一
首
の
詩
序
」
で
の
「
鬱
結
」
は
、「
詩
心
の
高
揚
」
で
あ
る
自
分
、
即
ち
文
学
創
作
を
好
む
も
の
の
、
資
質
上
の
問
題
、

及
び
幼
少
期
に
お
け
る
努
力
不
足
と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
た
自
身
の
現
状
に
よ
る
。
久
米
広
縄
に
贈
る
悲
別
の
歌
の
「
題
詞
」
に
お
け
る
「
鬱
結
」
は
、
親
友

と
の
離
別
で
悲
し
む
思
い
に
よ
っ
た
。

　

家
持
は
「
鬱
結
」
す
る
心
を
晴
ら
す
為
に
二
つ
の
よ
い
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
ま
ず
一
つ
は
、
古
代
中
国
の
聖
賢
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
で
、
文

学
創
作
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
優
れ
た
文
学
作
品
の
鑑
賞
で
あ
る
。
こ
れ
も
晋
の
詩
人
の
張
華
の
「
答
何
劭
」
詩
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
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憲
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